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昼
夜
を
問
わ
ず
続
け
ら
れ
た
復

旧
工
事
の
結
果
、
先
ご
ろ
開
通
し

た
国
道
二
九
一
号
。
仮
設
校
舎
か

ら
改
築
や
修
復
を
終
え
た
校
舎
に

戻
る
子
ど
も
た
ち
。
古
志
竹
沢
の

旧
役
場
で
業
務
を
再
開
し
、
地
域

に
戻
る
人
び
と
を
支
え
る
山
古
志

支
所

。

日
を
追
う
ご
と
に
進
む
復
旧
事

業
で
、
私
た
ち
の
ま
ち
は
震
災
前

の
姿
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
山
古
志
地
域
の
五
集

落（
梶
金

か
じ
が
ね

・
木
籠

こ
ご
も

・
大
久
保
・
池い

け

谷だ
に

・

楢
木

な
ら
の
き

）で
は
、
い
ま
だ
に
避
難
指
示

が
継
続
中
。
自
宅
に
戻
っ
た
人
た

ち
の
暮
ら
し
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
生
な
ど
、
復
興
に
は
ま
だ
数
多

く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
岡
市
復
興
計
画
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

昨
年
、
市
は
十
年
後
を
見
据
え

た
長
岡
市
復
興
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
中
で
も
、

①
生
活
再
建
の
た
め
の
住
宅
支
援

②
新
た
な
観
光
・
交
流
産
業
の
創

出
③
災
害
メ
モ
リ
ア
ル
拠
点
の
整
備

④
市
民
安
全
大
学
の
開
設

⑤
中
山
間
地
域
の
農
林
業
の
再
生

の
五
つ
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

位
置
付
け
、
現
在
、
各
種
の
事
業

を
集
中
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
五
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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②

力
強
く
歩
む

復
興
へ
の
道道

中
越
大
震
災
か
ら
二
年

私
た
ち
の
ま
ち
を
突
然
襲
っ
た
あ
の
中
越
大
震
災
か
ら
二
年
。

道
路
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
が
進
み
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た

地
域
に
も
徐
々
に
明
る
い
笑
顔
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

生
活
再
建
や
地
域
再
生
と
い
う
次
の
段
階
を
目
指
す
、
復
興
の

現
状
を
お
伝
え
し
ま
す
。

③

④

⑦

⑧⑨

⑤

⑥

⑩

力力
強強
くく
歩歩
むむ

復復
興興
へへ
のの
道道

中中
越越
大大
震震
災災
かか
らら
二二
年年

私私
たた
ちち
のの
まま
ちち
をを
突突
然然
襲襲
っっ
たた
ああ
のの
中中
越越
大大
震震
災災
かか
らら
二二
年年
。。

道道
路路
なな
どど
イイ
ンン
フフ
ララ
のの
復復
旧旧
がが
進進
みみ
、、
大大
きき
なな
被被
害害
をを
受受
けけ
たた

地地
域域
にに
もも
徐徐
々々
にに
明明
るる
いい
笑笑
顔顔
がが
戻戻
っっ
てて
きき
まま
しし
たた
。。

生生
活活
再再
建建
やや
地地
域域
再再
生生
とと
いい
うう
次次
のの
段段
階階
をを
目目
指指
すす
、、
復復
興興
のの

現現
状状
をを
おお
伝伝
ええ
しし
まま
すす
。。

②

力
強
く
歩
む

復
興
へ
の
道道

中
越
大
震
災
か
ら
二
年

私
た
ち
の
ま
ち
を
突
然
襲
っ
た
あ
の
中
越
大
震
災
か
ら
二
年
。

道
路
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
が
進
み
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た

地
域
に
も
徐
々
に
明
る
い
笑
顔
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

生
活
再
建
や
地
域
再
生
と
い
う
次
の
段
階
を
目
指
す
、
復
興
の

現
状
を
お
伝
え
し
ま
す
。

③

④

⑦

⑧⑨

⑤

⑥

⑩

力力
強強
くく
歩歩
むむ

復復
興興
へへ
のの
道道

中中
越越
大大
震震
災災
かか
らら
二二
年年

私私
たた
ちち
のの
まま
ちち
をを
突突
然然
襲襲
っっ
たた
ああ
のの
中中
越越
大大
震震
災災
かか
らら
二二
年年
。。

道道
路路
なな
どど
イイ
ンン
フフ
ララ
のの
復復
旧旧
がが
進進
みみ
、、
大大
きき
なな
被被
害害
をを
受受
けけ
たた

地地
域域
にに
もも
徐徐
々々
にに
明明
るる
いい
笑笑
顔顔
がが
戻戻
っっ
てて
きき
まま
しし
たた
。。

生生
活活
再再
建建
やや
地地
域域
再再
生生
とと
いい
うう
次次
のの
段段
階階
をを
目目
指指
すす
、、
復復
興興
のの

現現
状状
をを
おお
伝伝
ええ
しし
まま
すす
。。

①

力力
強強
くく
歩歩
むむ

復復
興興
へへ
のの
道

中中
越越
大大
震震
災災
かか
らら
二二
年年

私私
たた
ちち
のの
まま
ちち
をを
突突
然然
襲襲
っっ
たた
ああ
のの
中中
越越
大大
震
災
か
ら
二
年
。

道道
路路
なな
どど
イイ
ンン
フフ
ララ
のの
復復
旧旧
がが
進進
みみ
、、
大大
きき
な
被
害
を
受
け
た

地地
域域
にに
もも
徐徐
々々
にに
明明
るる
いい
笑笑
顔顔
がが
戻戻
っっ
てて
きき
ま
し
た
。

生生
活活
再再
建建
やや
地地
域域
再再
生生
とと
いい
うう
次次
のの
段段
階階
をを
目
指
す
、
復
興
の

現現
状状
をを
おお
伝伝
ええ
しし
まま
すす
。。

②

力
強
く
歩
む

復
興
へ
の
道道

中
越
大
震
災
か
ら
二
年

私
た
ち
の
ま
ち
を
突
然
襲
っ
た
あ
の
中
越
大
震
災
か
ら
二
年
。

道
路
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
が
進
み
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た

地
域
に
も
徐
々
に
明
る
い
笑
顔
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

生
活
再
建
や
地
域
再
生
と
い
う
次
の
段
階
を
目
指
す
、
復
興
の

現
状
を
お
伝
え
し
ま
す
。

③

④

⑦

⑧⑨

⑤

⑥

⑩

力力
強強
くく
歩歩
むむ

復復
興興
へへ
のの
道道

中中
越越
大大
震震
災災
かか
らら
二二
年年

私私
たた
ちち
のの
まま
ちち
をを
突突
然然
襲襲
っっ
たた
ああ
のの
中中
越越
大大
震震
災災
かか
らら
二二
年年
。。

道道
路路
なな
どど
イイ
ンン
フフ
ララ
のの
復復
旧旧
がが
進進
みみ
、、
大大
きき
なな
被被
害害
をを
受受
けけ
たた

地地
域域
にに
もも
徐徐
々々
にに
明明
るる
いい
笑笑
顔顔
がが
戻戻
っっ
てて
きき
まま
しし
たた
。。

生生
活活
再再
建建
やや
地地
域域
再再
生生
とと
いい
うう
次次
のの
段段
階階
をを
目目
指指
すす
、、
復復
興興
のの

現現
状状
をを
おお
伝伝
ええ
しし
まま
すす
。。

主な復旧工事の進ちょく状況

工事
件数

発注済み 工事完了

件数 発注率（％）件数 完了率（％）

道

路

国道（9月
末現在）

31 31 100.0 26 83.9

国道（県管
理分・8月
末現在）

92 92 100.0 81 88.0

県道（8月
末現在）

268 268 100.0 202 75.4

市道 927 719 78.0 462 50.0

橋りょう 22 22 100.0 17 77.3

河川 96 91 94.7 89 92.7

上水道・簡易水道 316 307 97.2 271 85.8

ガス 24 24 100.0 24 100.0

下水道 504 468 92.8 448 88.9

農地・農業用施設 619 619 100.0 181 29.2

林道 55 53 96.4 36 65.5

養鯉池 52 52 100.0 49 94.0

その他公共施設 805 783 97.3 757 94.0

※国・県道以外は市発注分です。特に記述のないもの
は９月１日現在の数値です
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⑪

力
強
く
歩
む

復
興
へ
の
道

中
越
大
震
災
か
ら
二
年

私
た
ち
の
ま
ち
を
突
然
襲
っ
た
あ
の
中
越
大
震
災
か
ら
二
年
。

道
路
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
が
進
み
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た

地
域
に
も
徐
々
に
明
る
い
笑
顔
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

生
活
再
建
や
地
域
再
生
と
い
う
次
の
段
階
を
目
指
す
、
復
興
の

現
状
を
お
伝
え
し
ま
す
。

⑪

力
強
く
歩
む

復
興
へ
の
道

中
越
大
震
災
か
ら
二
年

私
た
ち
の
ま
ち
を
突
然
襲
っ
た
あ
の
中
越
大
震
災
か
ら
二
年
。

道
路
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
が
進
み
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た

地
域
に
も
徐
々
に
明
る
い
笑
顔
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

生
活
再
建
や
地
域
再
生
と
い
う
次
の
段
階
を
目
指
す
、
復
興
の

現
状
を
お
伝
え
し
ま
す
。

①山古志地域の大動脈国道291号全線開通 ②東京

・神田明神神輿
みこし

が復興を応援 ③復旧した小国芸

術村会館 ④復旧工事中の国の重要文化財・長谷

川邸 ⑤市営スキー場再開 ⑥復興祈願花火フェ

ニックス ⑦山古志と神戸の子どもたちが交流

⑧スクールバスに乗る山古志地域の子どもたち

⑨復旧した杜
と

々
ど

の森名水公園 ⑩山古志支所開所

式で寄せ書き ⑪太田小・中学校再開

⑪

力
強
く
歩
む

復
興
へ
の
道

中
越
大
震
災
か
ら
二
年

私
た
ち
の
ま
ち
を
突
然
襲
っ
た
あ
の
中
越
大
震
災
か
ら
二
年
。

道
路
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
が
進
み
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た

地
域
に
も
徐
々
に
明
る
い
笑
顔
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

生
活
再
建
や
地
域
再
生
と
い
う
次
の
段
階
を
目
指
す
、
復
興
の

現
状
を
お
伝
え
し
ま
す
。

山古志地域
地域内の各地で今年度中の完成

を目指して道路などの復旧事業が

続いています。避難指示が続く５

集落と油
ゆ

夫
ぶ

集落では、集落ごとに

再生計画をまとめ、来年12月まで

には山古志地域での生活が始めら

れるよう、準備を進めています。

太田地区（長岡地域）
地区住民でつくる「太

田ふるさと再生会」が「人

と自然 明日を創ろう

ふるさと太田」をスロー

ガンに地域再生に取り組

んでいます。

法末
ほうすえ

地区（小国地域）
地区の復興を目指す「法末

ほっせ

たっ

しゃら会」を住民が結成。将来像

を「いつまでも住み続ける法末地

区」として活動しています。住民

とＮＰＯ法人が「かぐらなんばん」

を特産品にする活動を展開中。

山野田地区（小国地域）
防災集団移転事業による住宅団

地が同地域内の太郎丸地区に完成。

地区の交流拠点・小国芸術村会館

が復旧し、住民が来客対応と管理

を担っています。

西谷地区（越路地域）
がけ崩

れ防止工

事が進み、

安全が確

認された

ため、８

月12日に

避難勧告を解除。防災集団移転事

業による団地造成が終わり、13世

帯の住宅建築が一斉に始まってい

ます（写真）。

半蔵金地区（栃尾地域）
地区内の諏訪神社が修復され、

住民の心のよりどころが戻りまし

た。地元の棚田でとれた米を使っ

た杵
きね

つきもちが人気を呼び、注文

が殺到しています。

栗山沢地区（栃尾地域）
戸数は33世帯から15世帯に減少

しましたが、「しだれ桜祭り」や道

の補修などの共同作業を通して、

集落を離れた人たちとの交流が続

いています。

被害の大きかった地区…集落再生の今

再生会による復興のぼり旗
設置（８月12日）

主な被害状況
長岡 中之島 越路 三島 山古志 小国 和島 栃尾 与板 寺泊 計

人的被害
（9月15日
現在）

死者 人 12 0 3 0 5 1 0 1 0 0 22

負傷者 人 2,108 18 93 8 25 24 3 92 4 1 2,376

建物被害

全壊 棟 1,484 5 334 13 622 313 0 123 1 24 2,919

大規模半壊 棟 1,024 2 183 0 95 160 1 75 1 9 1,550

半壊 棟 5,875 26 971 32 344 728 14 391 16 23 8,420

一部損壊 棟 52,204 3,546 4,848 1,785 514 2,337 450 6,449 1,027 722 73,882

その他被害

道路・河川等 カ所 3,543 26 105 4 213 256 86 122 0 39 4,394

林道・農道等 カ所 404 7 221 0 182 66 0 175 0 1 1,056

農地 カ所 195 12 183 0 525 16 20 276 2 0 1,229

農業施設 カ所 2,397 26 115 0 1,752 64 37 291 0 1 4,683

避難者数（最高時） 人
※

50,100 959 2,922 560 （2,167） 1,803 77 2,082 335 81 58,919

火災発生
（平成16年10月23日）

件 5 0 1 0 0 0 0 0 0 0 6

※旧山古志村の全村避難2,167人を含む 特に記述の無いものは９月１日現在の数字です



市
は
、
被
災
住
宅
の
建
て
替
え

や
修
繕
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を

融
資
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
力

で
の
住
宅
再
建
が
難
し
い
世
帯
に

つ
い
て
は
個
別
に
面
談
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
情
に
合
っ
た
再
建
方
法

を
探
る
な
ど
、
き
め
細
か
く
対
応

し
て
い
ま
す
。

大
き
な
被
害
を
受
け
て
元
の
集

落
で
再
建
が
困
難
な
地
区
に
つ
い

て
は
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
移
転
先

を
確
保
し
、
新
た
な
土
地
で
の
生

活
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に

向
け
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
市
内
八
カ
所
に
被

災
者
の
た
め
の
公
営
住
宅
を
建
設
。

す
で
に
完
成
し
た
長
岡
地
域
の
上

除
団
地
や
小
国
地
域
の
七
日
町
団

地
の
公
営
住
宅
で
は
、
入
居
し
た

み
な
さ
ん
が
新
し
い
生
活
を
始
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
建
設
費
を
抑
え
、
中
山

間
地
の
気
候
と
景
観
に
合
わ
せ
た

設
計
の
「
中
山
間
地
型
復
興
住
宅
」

を
提
案
し
、
中
山
間
地
の
住
宅
再

建
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
人
が
生
活
を
再
建

す
る
ま
で
支
援
し
ま
す

九
月
一
日
現
在
の
仮
設
住
宅
入

居
者
は
千
百
十
八
世
帯
、
三
千
五

百
五
十
八
人
。
約
半
数
の
五
百
十

七
世
帯
が
今
年
十
二
月
十
六
日
ま

で
の
仮
設
住
宅
使
用
期
限
の
延
長

を
希
望
し
て
い
ま
す
が
、う
ち
、多

く
の
世
帯
で
住
宅
再
建
に
め
ど
が

立
っ
て
い
ま
す（
グ
ラ
フ
参
照
）。

市
は
、
す
べ
て
の
人
が
生
活
を

再
建
す
る
ま
で
、
こ
れ
か
ら
も
全

力
で
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
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▲小国町山野田地区の集団移転先とな
る、太郎丸地区の造成地▲中山間地型復興住宅の内部のイメージ図（左）と

古志竹沢に建設中のモデル住宅（右）

▲上除団地（長岡地域）に完成したり災
者公営住宅

「決めた理由？年内にできるだけ早く家を造りた
かったこと。価格が手ごろだったこと。そして、設計
に希望を取り入れてもらえたことですね。除雪をしや
すいように、出入り口の形や屋根の高さなどを土地の
形に合わせてもらいました。一時は平場に移ろうかと
も。でも、やっぱり住み慣れたふるさとの空気が一番で

すから」と長島さん。
県産の杉材を使い、

震災復興基金から最
大180万円の補助が受
けられる中山間地型
復興住宅。古志竹沢
の山古志小学校跡地
で10月にモデル住宅
を公開します。
問建築住宅課39・
2265

小国和紙の里として知られ、地盤に大きな被害を
受けた山野田集落。約４㎞離れた太郎丸集落の一角に、
集団移転のための宅地が完成しました。震災前、山野
田集落にあった９世帯のうち、江口さん一家を含む４
世帯が、この場所で新たな生活を
スタートします。
山野田では今年４月、県道が復

旧し、集落復興のシンボル「小国
芸術村会館」を再開しました。江
口さんたちは訪れる人を気持ちよ
く迎えたいと、今も山野田に通っ
て花植えや掃除を続けています。
江口さんは造成地に立って、「こ

こから山野田がよく見えるんです。
家ができればまた近所付き合いが
できる。話し相手がいることがあ
りがたい」と笑顔で話していました。

住み慣れたふるさとの空気が
一番だね

「中山間地型復興住宅」で自宅再建中の長島英直さん（古志虫亀）

離れても山野田を守り続ける
集団移転を決めた小国地域・山野田集落の江口岩雄さん

▲「山野田にはまだ、田ん
ぼも畑もある。自分たちの
手で守るためにも、山の道
を早く直さないと」と復興
への思いを語る江口さん

▲建設が進む長島邸（９月21日）。完成
は11月下旬の予定です

長岡市復興計画
重点プロジェクト

１

生
活
再
建
の
た
め
の
住
宅
支
援

く
ら
し
の
再
生

プロジェクト

棚
田
や
闘
牛
な
ど
既
存
の
地
域

資
源
に
被
災
経
験
を
加
え
た
、
新

し
い
観
光
・
交
流
産
業
を
生
み
出

す
た
め
の
準
備
を
始
め
ま
し
た
。

中
山
間
地
の
復
興
に
向
け
た

組
織
づ
く
り
を
進
め
ま
す

市
は
九
月
一
日
、
太
田
地
区
や

山
古
志
地
域
、
小
国
地
域
な
ど
中

山
間
地
の
創
造
的
復
旧
を
進
め
る

た
め
の
臨
時
的
組
織
「
山
の
暮
ら

し
再
生
推
進
室
」
を
設
置
し
ま
し

た
。同

推
進
室
は
、
民
間
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
多
様
の
団
体
が
行
う
復
興
活

動
を
支
援
す
る
ほ
か
、
中
山
間
地

の
再
生
を
中
長
期
的
に
支
援
す
る

財
団
法
人
の
設
立
準
備
を
進
め
ま

す
。

豊
か
な
自
然
と
被
災
経
験
を

観
光
・
交
流
に
生
か
す

中
山
間
地
の
大
き
な
魅
力
は
豊

か
な
自
然
と
人
々
の
暮
ら
し
で
す
。

農
業
体
験
や
農
村
に
残
る
文
化
に
、

被
災
経
験
を
加
え
て
、
交
流
と
観

光
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

小
国
地
域
で
は
、
平
成
五
年
か

ら
廃
校
に
な
っ
た
小
学
校
を
拠
点

に
農
村
と
都
市
と
の
交
流
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
震
災
後
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
地
域
住
民
が
一
緒

に
な
っ
て
生
業

な
り
わ
い

の
確
保
や
空
き
家

を
活
用
し
た
交
流
施
設
の
開
設
、

地
域
資
源
を
生
か
し
た
新
た
な
メ

ニ
ュ
ー
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
ま

す
。栃

尾
地
域
で
は
、
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
一
環
で
行
わ
れ
て
い

る
林
間
学
校
に
、
農
地
の
保
全
や

復
旧
作
業
、
被
災
体
験
を
聞
く
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

さ
ら
に
山
古
志
地
域
で
も
神
戸
市

の
学
校
と
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

復
旧
工
事
が
進
む
山
古
志
地
域

で
は
、
九
月
十
七
日
に
全
国
闘
牛

サ
ミ
ッ
ト
「
闘
牛
大
会
」
を
開
催
。

多
く
の
人
が
山
古
志
を
訪
れ
、
中

山
間
地
の
魅
力
を
満
喫
し
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
一
日
に
は
日
本
の
原

風
景
の
た
た
ず
ま
い
を
楽
し
み
な

が
ら
汗
を
流
そ
う
と
「
中
越
復
興

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
マ
ラ
ソ
ン
＆
ウ
オ

ー
ク
」
を
開
催
し
ま
す
。

新
し
い
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
創
出

山
古
志
地
域
を
中
心
に
、
米
や

野
菜
な
ど
の
新
し
い
地
域
ブ
ラ
ン

ド
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
年
五
月
、
震
災
直
後
か
ら
支

援
活
動
を
行
っ
て
き
た
中
尾
ミ
エ

さ
ん
ら
「
三
人
娘
」
が
地
元
農
家

と
協
力
し
て
有
機
農
法
の
一
種
「
植

酸
栽
培
」
に
よ
る
米
の
田
植
え
を

行
い
ま
し
た
。
収
穫
し
た
お
米
は
、

山
古
志
の
地
名
と
「
三
人
娘
」
の

知
名
度
で
付
加
価
値
を
高
め
た
ブ

ラ
ン
ド
米
と
し
て
販
売
さ
れ
る
予

定
で
す
。

地
震
の
記
憶
を
後
世
に
残
す
た

め
災
害
メ
モ
リ
ア
ル
拠
点
を
整
備

し
ま
す
。

長
岡
市
だ
け
で
な
く
、
小
千
谷

市
や
川
口
町
、
新
潟
県
と
も
連
携

し
な
が
ら
、
設
置
場
所
や
整
備
内

容
の
検
討
を
進
め
、
来
年
三
月
ま

で
に
構
想
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

市
内
で
は
、
長
岡
地
域
・
妙
見

町
の
土
砂
崩
れ
現
場
や
山
古
志
地

域
・
東
竹
沢
地
区
の
河
道
閉
そ
く

現
場
な
ど
が
候
補
地
に
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
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「牛の角突き」山古志に復活
伝統の「牛の角突き」が約２年ぶりに山古

志地域で開催され、勢
せ

子
こ

の「ヨシタ、ヨシタ」
の威勢のいいかけ声が復旧工事の進む池谷集
落に響きました。
美しい山並みを望む闘牛場で繰り広げられ

る「牛の角突きは」は、山古志の人々に勇気
と元気を与えてくれるとともに、観光・交流
の核となります（９月17日・池谷闘牛場）

▲県道の復旧工事が進む妙見町
の土砂崩れ現場

都会の子どもたちが
農地の復旧作業に汗

栃尾地域で行われた二之江中学校
（東京都）の林間学校には、農業体
験のほかに、子どもたちが地元の人
と農地の復旧作業を行ったり、震災
の体験を聞いたりするプログラムが
盛り込まれています（７月24日・半
蔵金）

中越大震災から２年

力強く歩む 復興への道

災害メモリアル拠点の整備

災害を

伝える ３
プロジェクト

２

新
た
な
観
光
・
交
流
産
業
の
創
出

交
流
・
に
ぎ
わ
い
プロジェクト



日
本
一
災
害
に
強
い
都
市
づ
く
り

中
越
大
震
災
に
よ
っ
て
、
改
め

て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
、
自
主

防
災
組
織
の
重
要
性
が
見
直
さ
れ

ま
し
た
。
災
害
で
得
た
教
訓
か
ら
、

長
岡
市
復
興
計
画
や
、
そ
の
後
に

ま
と
め
た
長
岡
市
防
災
体
制
強
化

の
指
針
で
は
、
市
民
力
と
地
域
力

を
生
か
し
た
「
日
本
一
災
害
に
強

い
都ま

市ち

づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
七
月
二
十

二
日
、
災
害
時
に
的
確
な
判
断
を

し
、
行
動
で
き
る
防
災
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
す
る
「
中
越
市
民
防
災
安

全
大
学
」
を
開
校
。
一
期
生
と
し

て
高
校
生
か
ら
七
十
代
ま
で
の
六

十
人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

こ
の
大
学
は
、
市
内
の
三
大
学

と
長
岡
高
専
、
長
岡
雪
氷
防
災
研

究
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
る
「


中
越
防
災
安
全
推
進
機
構
」（
理
事

長
・
伊
藤
滋
東
京
大
学
名
誉
教
授
、

副
理
事
長
・
泉
田
県
知
事
と
森
市

長
）
が
運
営
。
地
元
三
大
学
・
研

究
機
関
か
ら
の
講
師
に
加
え
、
全

国
か
ら
防
災
に
関
す
る
専
門
家
や

行
政
の
実
務
担
当
者
を
迎
え
、
防

災
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
学
ん

で
い
ま
す
。

防
災
リ
ー
ダ
ー
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
ま
す

卒
業
生
に
は
「
中
越
市
民
防
災

安
全
士
」
の
認
定
証
を
交
付
。
卒

業
後
は
、
お
互
い
に
情
報
を
共
有

し
合
っ
て
市
民
防
災
安
全
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
な
ど
、
地
域

の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
進
的
な
取
り
組
み
を

全
国
に
発
信

今
後
は
、
長
岡
市
以
外
の
中
越

地
域
で
も
受
講
者
を
募
り
、
地
域

防
災
の
中
核
を
担
う
人
材
育
成
の

取
り
組
み
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

市
民
の
防
災
意
識
の
高
ま
り
か

ら
、
現
在
約
百
八
十
あ
る
自
主
防

災
組
織
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

日
本
一
災
害
に
強
い
都
市
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
こ
の
よ
う
な
先

進
的
な
取
り
組
み
を
全
国
に
発
信

し
て
い
き
ま
す
。
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▲意欲あふれる第１期生のみなさん。講師を囲んで

▲熱心に講義を聴く受講生のみなさん

○
震
災
関
連
行
事
の
お
知
ら
せ

①
中
越
防
災
安
全
推
進
機
構
設
立

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時
＝
10
月
14
日

・
15
日

午

後
１
時
～
５
時
（
15
日
は
午
前
９

時
30
分
～
午
後
５
時
）

会
場
＝

長
岡
技
術
科
学
大
学

内
容
＝
講

演
「
国
道
２
９
１
号
の
復
旧
」
ほ

か

申

中
越
防
災
安
全
推
進
機

構

36
・
８
１
４
１

②
中
越
地
震
２
周
年
復
興
祈
念
フ

ォ
ー
ラ
ム
「
希
望
の
あ
す
へ
」

日
時
＝
10
月
22
日

午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

会
場
＝
リ
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル
・
シ
ア
タ
ー

内
容
＝

明
日
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ほ
か

申

は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
９
５
０

―
１
１
８
９
新
潟
市
善
久
７
７
２

の
２
新
潟
日
報
社
開
発
部
「
中
越

地
震
復
興
祈
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
係

へ
、

０
２
５
・
３
７
９
・
１
５

６
６
、
Ｅ
メ
ー
ルforum

@
niiga

ta-nippo.com

問
復
興
推
進
室


39
・
２
２
６
１

③
新
潟
県
中
越
大
震
災
２
周
年

合
同
追
悼
式

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
10
月
23
日

午
前
10
時
～

中越市民防災安全大学受講生の声
佐野 護

まもる

さん（ＦＭながおか）

情 報の送り手として、災害の知識を学ぶことで、より
早く正確に情報を伝えたい、受講者同士の防災情報

ネットワークをつくりたいという思いから受講しました。
講座では、普段聞く機会のない災害の専門分野の話や行

政の担当者の生の声を聞くことができました。また、警戒
水位の判断や気象情報の読み方などは、とても実践的なも
のでした。

今後の講座には実技もあるので、そちらの内容にも期待しています。

講座の一部を紹介します
11月まで全26講座を開催。

●災害を知り、身を守り、家を守る
耐震補強・家具固定方法

●災害と情報
気象情報の見方と河川情報の収集

●実技
災害を想定した図上訓練
普通救命講習

長岡市復興計画
重点プロジェクト

４

市
民
安
全
大
学
の
開
設

教
訓
を
生
か
す

プロジェクト

国
・
県
道
な
ど
の
主
要
幹
線
道

路
や
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
を
最
優
先

し
て
い
る
た
め
、
農
地
の
復
旧
は

九
月
一
日
現
在
で
被
災
面
積
の
七

割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
中
山
間
地
で
農
地
が

復
旧
し
た
地
区
で
は
、
本
格
的
な

農
林
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組

み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

農
業
へ
の
思
い

諏
訪
弥
須
雄
さ
ん
（
写
真
左
上
）

は
、
震
災
に
よ
り
蓬
平
町
の
自
宅

が
全
壊
し
、
農
地
も
す
べ
て
被
災

し
ま
し
た
。
長
期
間
、
避
難
指
示

が
続
き
、
農
地
の
復
旧
の
め
ど
も

立
た
な
か
っ
た
た

め
、
住
み
慣
れ
た

土
地
を
離
れ
て
、

今
年
二
月
に
滝
谷

町
（
長
岡
地
域
）

に
転
居
し
、
住
宅

を
再
建
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
ふ
る

さ
と
の
山
や
農
業

を
愛
す
る
思
い
か

ら
、
太
田
地
区
や

山
古
志
地
域
の
仲

間
二
十
人
と
か
ぐ

ら
な
ん
ば
ん
、
梨
な
す
、
体
菜

た
い
な

や

山
菜
な
ど
、
地
場
産
農
産
物
の
加

工
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

新
た
な
挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

震
災
を
機
に
、
地
域
や
集
落
の

結
び
つ
き
を
一
層
強
め
て
、
新
し

い
営
農
の
仕
組
み
を
つ
く
る
と
い

う
活
動
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

山
古
志
地
域
の
種
苧
原

た
ね

す

は
ら

地
区
で

は
、
農
業
用
施
設
や
機
械
を
共
同

利
用
す
る
農
作
業
の
受
託
組
織
を

立
ち
上
げ
、
高
齢
化
や
震
災
に
伴

う
農
業
離
れ
、
休
耕
農
地
の
発
生

を
防
止
し
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

ま
た
、
山
古
志
地
域
の
畜
産
農

家
が
共
同
で
使
用
で
き
る
牛
舎
を

建
設
す
る
計
画
も
進
行
中
で
す
。

山
の
暮
ら
し
の
再
生
を
応
援

被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
の
思
い

を
尊
重
し
な
が
ら
、
今
後
も
農
地

や
山
林
を
守
り
、
山
の
暮
ら
し
を

再
生
し
て
い
く
た
め
に
は
、
都
市

部
の
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
民
間
団
体
と
の
連

携
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

現
在
も
、
中
山
間
地
で
の
暮
ら

し
の
再
生
を
応
援
し
よ
う
と
、
多

く
の
人
た
ち
や
団
体
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
ア
イ
デ
ア
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

市
で
は
多
様
な
活
動
主
体
と
連

携
し
て
、
中
山
間
地
の
暮
ら
し
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。
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11
時
（
受
付
は
午
前
９
時
か
ら
）

会
場
＝
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル

問

企
画
課

39
・
２
２
０
４

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

④
復
興
の
灯
り

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
10
月
23
日

午
後
３
時
～

７
時

会
場
＝
大
手
通
り

内
容

＝
ろ
う
そ
く
千
本
の
点
灯
（
長
岡

駅
前
の
メ
モ
リ
ア
ル
シ
ン
ボ
ル
ツ

リ
ー
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
同

時
に
午
後
５
時
56
分
に
点
灯
）

問

ま
ち
な
か
・
考
房

36
・
３
２
４

０
●
10
月
23
日
に

市
政
だ
よ
り
特
別
号
を

発
行
し
ま
す

中
越
大
震
災
か
ら
の
復
興
特

集
と
し
て
、
10
月
23
日

の
新

聞
朝
刊
各
紙
に
、
復
旧
の
進
ち

ょ
く
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
す

る
、「
市
政
だ
よ
り
特
別
号
」
を

折
り
込
み
ま
す
。

震
災
以
来
、
長
岡
を
応
援
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
著
名
人
か

ら
の
コ
メ
ン
ト
な
ど
も
掲
載
予

定
。
市
役
所
本
庁
、
各
支
所
、

各
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
も
配
布
し
ま
す
。

農業を続けて、地域の元気を再生！
諏訪 弥

や

須
す

雄
お

さん（滝谷町・長岡地域）
地場産農産物加工販売組合代表

仮 設住宅での生活が続
き、私も仲間も元気

をなくしていました。農作
業が再開できて、野菜の加
工品（漬物・惣菜）作りに
も取り組めるようになり、
次第に笑顔が戻りました。
まだ農地が復旧していな

いので、別に田畑を借りて
米や野菜を作っています。
土との相性なのか、かぐら
なんばんは山でできたもの
のほうがおいしいと感じま
す。
ふるさとの自然を愛し、

土を守り、米や野菜を作ることが、生きがいだと
いう人がたくさんいます。地場産野菜の加工品作
りをきっかけに、農業で地域が元気になればうれ
しいですね。

▲復旧が完了し、今年から作付けされた山古志地域
の棚田

中越大震災から２年

力強く歩む 復興への道

中山間地域の農林業の再生

ふるさとを

守る ５
プロジェクト



道
路
の
新
設
や
車
線
変
更
を
実
施

千
秋
が
原
地
区
は
近
年
、
交
通

量
が
増
加
し
、
休
日
や
朝
夕
の
通

勤
時
に
交
通
渋
滞
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
長
岡
赤
十
字
病
院
前
で
は
、

来
年
四
月
の
開
店
を
目
指
し
、
大

型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
建

設
工
事
が
進
み
、
周
辺
地
区
も
商

業
施
設
な
ど
が
立
地
し
て
い
ま
す
。

市
は
交
差
点
付
近
の
道
路
の
新

設
や
車
線
変
更
を
行
う
と
と
も
に
、

信
号
機
の
設
置
や
連
動
化
な
ど
を

関
係
機
関
に
要
請
し
、
ス
ム
ー
ズ

な
交
通
が
で
き
る
よ
う
万
全
な
対

策
を
講
じ
ま
す
（
左
図
参
照
）。

救
急
車
両
の
通
行
に
は
十
分
配
慮

救
急
車
両
の
通
行
に
配
慮
し
て
、

長
岡
赤
十
字
病
院
前
の
道
路
で
は
、

土
地
の
開
発
者
な
ど
が
車
道
の
拡

幅
に
よ
る
進
入
路
の
確
保
や
混
雑

時
に
お
け
る
交
通
誘
導
員
の
適
切

な
配
置
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

問
交
通
政
策
課

39
・
２
２
６
７

「
市
役
所
は
中
心
市
街
地
へ
の

配
置
が
望
ま
し
い
」
と
す
る
行
政

機
能
再
配
置
検
討
市
民
委
員
会
の

中
間
報
告
を
受
け
て
九
月
九
日
、

厚
生
会
館
で
意
見
交
換
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
市
民
約
百
人
が
参
加

し
、
市
民
委
員
会
の
委
員
三
人
、

総
務
部
長
、
都
市
整
備
部
長
と
活

発
な
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

中
心
市
街
地
へ
の
移
転
に
賛
成
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
や
意
見
が

参
加
者
か
ら
は
「
バ
ス
一
路
線

で
行
け
る
の
は
便
利
」「
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
も
効
果
的
」
と
い

っ
た
賛
成
の
意
見
や
「
高
齢
者
や

障
害
者
に
配
慮
し
た
バ
リ
ア
フ
リ

ー
を
考
え
た
施
設
づ
く
り
を
」
と

い
っ
た
要
望
が
出
ま
し
た
。
ま
た
、

駐
車
場
の
確
保
や
コ
ス
ト
、
移
転

の
必
要
性
な
ど
に
関
す
る
質
問
や

意
見
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
ご
意
見
を
伺
い
ま
す

今
後
も
市
総
合
計
画
の
地
区
別

懇
談
会
な
ど
の
機
会
を
と
ら
え
て
、

広
く
み
な
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き

し
ま
す
。
検
討
の
経
過
や
意
見
交

換
会
の
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

大
型
商
業
施
設
の
オ
ー
プ
ン
を
前
に
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市役所機能の再配置で
意見交換会を開催

市民委員会の中間報告を踏まえ

▲活発な意見が交わされた意見交換会 問行政管理課39・2208、39・2272

千
秋
が
原
地
区
の
渋
滞

対
策
を
進
め
て
い
ま
す

▲渋滞する大手大橋西詰交差点

将
来
像
や
地
域
展
望
を

盛
り
込
む

今
後
十
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る
「
長
岡
市
総
合
計
画
」

の
基
本
構
想
原
案
が
、
こ
の
ほ
ど

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年

九
月
か
ら
同
計
画
策
定
委
員
会
（
委

員
長
・
長
岡
造
形
大
学
理
事
長
豊

口
協
さ
ん
。
委
員
三
十
一
人
）
で

検
討
を
重
ね
て
き
た
も
の
で
す
。

基
本
構
想
は
、
市
が
目
指
す
将

来
像
と
そ
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
戦
略
、
土
地
利
用
構
想
、

十
地
域
ご
と
の
展
望
な
ど
で
構
成
。

す
で
に
策
定
済
み
の
合
併
新
市
建

設
計
画
や
復
興
計
画
の
内
容
、
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
見
な
ど
が
反

映
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
区
ご
と
に
説
明
会
を
開
催

十
月
二
日
か
ら
順
次
、
地
区
別

懇
談
会
や
地
域
委
員
会
を
開
催
し
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
お
聞

き
し
ま
す
。
い
た
だ
い
た
意
見
を

反
映
さ
せ
な
が
ら
、
年
内
に
基
本

構
想
を
ま
と
め
ま
す
。

市制100周年記念シリーズ「写真でみるながおか100年」は、次号に掲載します。
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長
岡
市
総
合
計
画
の
基
本
構
想
原
案
ま
と
ま
る

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
指
針

長岡の小・中学生

全国大会で次々と快挙

★附属長岡小５年・長谷川英治さん

飛び込み優勝

全国ＪＯＣジュニ

アオリンピックカッ

プ夏季水泳大会（８

月・東京）の１ｍ飛

び板飛び込み男子９

～11歳の部で優勝し

た長谷川英治さん。

過去２回の成績はいずれも２位。

「だから優勝はすごくうれしい。一

生懸命練習した『前宙返り１回 ２回

ひねり』は納得の飛び込みができた。

今後はもっと高度な技に挑戦したい」

と話していました。

★栃尾南小６年・佐藤凌
りょう

さん

走り高跳び優勝

全国小学生陸上

競技交流大会（８

月・東京）の走り

高跳びで優勝した

佐藤凌さん。

決勝で１ｍ50㎝

を跳び、自己ベス

トも更新。「今後は背面跳びをマスタ

ーして、所属クラブのコーチが出し

た全中の大会記録を破りたい。将来

はオリンピックに出場したい」と目

を輝かせていました。

★大島中空手チーム

女子団体形で２連覇

全国中学校空

手道選手権大会

（８月・京都）

の女子団体形で

大会史上初の２

連覇を達成した

大島中学校の水

村桃子さん（３年。写真左から）藤

ノ木恵美さん（３年）、池田妃美香さ

ん（２年）。

毎日道場で約３時間の練習と自宅

でのトレーニングを欠かさないとい

う藤ノ木さんは「高校に行ったら、

今度は個人戦でも優勝したい」と笑

顔で話していました。

長岡市総合計画の基本構想（原案）

まちづくり戦略

戦略１

戦略２

戦略３

戦略４

米百俵の精神を受け継ぎ、未来

を創る人材を育てます

多様な個性が輝き、ともに魅力

を高めあう地域をつくります

創造的な復興をすすめ、日本一

災害に強いまちをつくります

中越地域の発展を牽引
けんいん

する、活

力のある拠点都市をつくります

みなさんのご意見を聞かせください
基本構想原案の詳細は、市役所１階市民情報ラウンジ、市民セ

ンター、企画課（大手通西分室）、各支所地域振興課、市ホームページ
（http：//www.city.nagaoka.niigata.jp）で閲覧できます。

★10月20日までに郵送・ファクス・Ｅメールで
ご意見は10月20日までに、〒940－0062大手通２の４の９長岡市企画

課、39・2289、Ｅメールinfo＠city.nagaoka.lg.jpへ（住所、氏名を明
記してください）

問企画課39・2204



長
岡
市
の
平
成
十
七
年
度
末
の

一
般
会
計
（
※
）
の
借
金
（
市
債

と
い
う
長
期
借
入
金
）
残
高
は
、

一
千
三
百
六
十
五
億
円
で
す
。

平
成
十
六
年
度
末
の
残
高
七
百

二
十
億
円
か
ら
約
二
倍
に
増
加
（
左

頁
グ
ラ
フ
参
照
）。
主
な
要
因
は
、

合
併
に
よ
り
旧
市
町
村
か
ら
借
金

を
引
き
継
い
だ
こ
と
や
、
７
・
13

水
害
や
中
越
大
震
災
か
ら
の
復
旧

・
復
興
に
伴
い
、
そ
の
財
源
と
し

て
新
た
に
借
り
入
れ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

※
一
般
会
計
＝
市
税
を
主
な
収
入

と
し
て
、
福
祉
や
教
育
、
道
路
整

備
な
ど
の
基
礎
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
会
計

合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
や
災
害

復
旧
・
復
興
の
た
め
に
借
り
た
借

金
は
、
返
済
す
る
と
き
に
国
か
ら

お
金
が
も
ら
え
ま
す
。
平
成
十
七

年
度
末
の
借
金
残
高
の
う
ち
、
約

四
割
は
国
か
ら
補
て
ん
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
が
実
際
に
負
担
す

る
額
は
残
高
の
約
六
割
で
す
。
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合併や災害で市の財政は大丈夫？
長岡市の財政状況をお知らせします

借金残高は県内20市のほぼ平均。
しっかり節約すれば大丈夫です

「合併や災害で市の財政状況が心配」「借金が増えて財政破
たんするのでは…」という声が多く寄せられます。
そんな疑問にお答えするため、財政の健全度を図る目安の
一つである借金残高についてお知らせします。

問財政課39・2209

平
成
17
年
度
末
、
市
の
借
金
の

残
高
は
１
、
３
６
５
億
円
に

市
税
で
返
済
す
る
額
は
６
割

４
割
は
国
が
支
援

どんなときに借金を？

本来、その年度に使う経費はその年度でまかなうの

が原則です。

しかし、学校の校舎などのハコ物や道路、公園など

の施設は、数十年にわたって市民に使われ、将来の世

代もその恩恵を受けるものです。そのため、こうした

施設の建設事業に充てるお金は、将来の世代にも負担

してもらうことが、より公平な姿といえます。

市では、お金を借り入れることで、将来の世代にも

返済金の支払いを負担してもらっています。

借金にメリットはあるの？

市債には、次のような財政上のメリットがあります。

①財源不足を補うことができます。

②年度を越えた財源調整が可能になり、単年度の財

政負担を均
なら

すことができます。

③返済期間が長期にわたることから「世代間の負担

の公平化」を図ることができます。

どんな施設にいくらの借金を？

平成17年度の長岡市の借入額は全会計で199億円。

このお金で次のような公共施設を整備しました。

返済するとき国からの支援は？

市が借りたお金の返済金（元利償還金）は、その全

額をあくまで市が支払うことになります。

ただし、災害復旧や学校建設などの市民生活に欠か

せない事業や、合併後のまちづくりのための事業など

に充てた借金は、その返済に際して、国からの補てん

（交付税措置）があります。

市の借金（市債）Ｑ＆Ａ

公 共 施 設 借入額 借 入 先

災害復旧など 100億円 財政融資資金

上・下水道整備など 12億円 公営企業金融公庫

道路整備、街路整備など 9億円 簡易生命保険積立金

道路整備、学校整備など 78億円 民間金融機関など

平
成
十
七
度
末
現
在
の
借
金
は
、

市
民
一
人
当
た
り
で
は
四
十
八
万

円
に
な
り
ま
す
。
十
六
年
度
末
現

在
の
三
十
八
万
円
に
比
べ
、
十
万

円
増
え
ま
し
た
（
下
欄
１
参
照
）。

増
加
の
内
訳
は
、
合
併
に
伴
う
引

き
継
ぎ
分
が
全
体
の
四
分
の
三
を

占
め
、
残
り
の
四
分
の
一
が
災
害

復
旧
・
復
興
分
で
す
。

県
内
二
十
市
の
市
民
一
人
当
た

り
借
金
額
の
平
均
は
、
四
十
六
万

円
（
平
成
十
六
年
度
末
の
数
値
）。

長
岡
市
の
借
金
は
ほ
ぼ
平
均
レ
ベ

ル
で
す
（
下
欄
２
参
照
）。

市
町
村
合
併
や
災
害
復
旧
・
復

興
と
い
う
要
因
が
あ
り
な
が
ら
、

長
岡
市
は
県
内
都
市
の
平
均
水
準

を
維
持
。
こ
れ
は
平
成
十
年
度
か

ら
十
五
年
度
に
か
け
て
、
行
財
政

改
善
に
取
り
組
み
、
借
金
残
高
を

約
七
十
億
円
減
ら
し
た
こ
と
の
成

果
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

財
源
を
世
代
間
で
支
え
合
い
な

が
ら
市
民
生
活
を
向
上
さ
せ
る
に

は
、
借
金
（
市
債
制
度
）
の
活
用

は
不
可
欠
で
す
。
今
後
も
過
度
な

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、
引
き
続

き
借
金
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。
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市
民
１
人
当
た
り
の
借
金
額
は

平
成
17
年
度
末
で
48
万
円

長
岡
市
の
借
金
の
状
況
は

県
内
20
市
の
平
均
レ
ベ
ル

引
き
続
き
削
減
に
努
め
ま
す

１
長岡市民１人当たりの借金は10万円の増

合併前

平成16年度末

人口 19万人

合併後

平成17年度末

人口 28万人

38
万円

48
万円

市 町 村 合 併 で＋９万円

災害復旧・復興で＋３万円

借 金 の 返 済 で－２万円

＋ ＝

多額の借金を抱える北海道夕張市
市民１人当たりの借金負担は？

特産のメロンで知られる夕張市は、先ごろ、巨額の借金を抱え、自

治体の倒産にあたる「財政再建団体」の申請をすると発表しました。

金融機関からの一時借入金の残高が約290億円。市債残高と合わせた

夕張市の借金の総額は、今年３月末で630億円とも言われています。

人口約１万３千人。市民１人当たりの借金の額は480万円にも。長岡

市民の約10倍という負担が、夕張市民に重くのしかかります。

財政トピック

２
市民１人当たり借金
県内20市の平均46万円

県内他市の市民１人当たりの借金額

●新潟市 43万円

●上越市 55万円

●魚沼市 85万円

＜参考＞

●全国市町村平均 47万円
※平成16年度末借金残高による。



真
夏
を
思
わ
せ
る
暑
さ
が
戻
っ
た
九
月
十
八

日
、「
全
日
本
丸
太
早
切
選
手
権
小
学
生
大
会
」

が
三
島
支
所
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
外
か
ら
七
十
一
チ
ー
ム
が
参
加
。
江
戸

時
代
、
三
島
地
域
に
上
山

か
み
の
や
ま

藩
の
陣
屋
や
藩
校
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
縁
の
深
い
、
山
形
県
上
山
市

の
小
学
生
十
八
人
も
出
場
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
大
人
顔
負
け
の
力
と
技
で
丸
太

を
切
る
子
ど
も
や
、
木
の
堅
さ
に
苦
戦
す
る
チ

ー
ム
も
。
初
挑
戦
の
小
学
生
は
「
実
際
に
や
っ

て
み
て
、
丸
太
切
り
は
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

決
勝
に
は
三
島
と
上
山
の
チ
ー
ム
が
進
出
し
、

両
陣
営
か
ら
の
応
援
も
最
高
潮
に
。
大
接
戦
の

末
、
三
島
の
小
学
生
が
地
元
の
意
地
を
見
せ
優

勝
し
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
力
い
っ
ぱ
い
の
こ

ぎ
り
を
ひ
い
た
選
手
た
ち
全
員
に
、
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

中
之
島
中
学
校
で
九
月

三
日
、
運
動
会
が
行
わ
れ
、

秋
晴
れ
の
空
の
下
、
紅
・

青
・
黄
・
緑
の
四
軍
に
分

か
れ
た
全
校
生
徒
四
百
二

十
八
人
が
、
優
勝
目
指
し

て
競
技
に
応
援
に
熱
い
戦

い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

今
年
は
、
中
之
島
地
域

伝
統
の
大
凧
で
応
援
用
の
パ
ネ
ル
を
作
成
。
和
紙
に
絵
の
具
を

塗
る
加
減
が
難
し
く
、
夏
休
み
返
上
で
描
き
上
げ
た
、
畳
約
十

畳
の
六
角
凧
は
ど
れ
も
力
作
ぞ
ろ
い
。
生
徒
た
ち
は
声
を
そ
ろ

え
て
「
来
年
の
大
凧
合
戦
で
揚
げ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

中之島

今
年
の
応
援
パ
ネ
ル
は
ふ
る
さ
と
の
大
凧

中
之
島
中
で
運
動
会
を
開
催▲中之島の復興のシンボル・大

凧が、運動会を応援しました。

悠
久
太
鼓
の
誕
生
三
十
周
年
を
記
念
し
た
「
太
鼓
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
が
九
月
十
日
、
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

市
内
の
保
育
園
や
小
学
校
、
大
学
、
長
岡
青
悠
会
な
ど
八
団
体

が
、
悠
久
太
鼓
や
独
自
の
太
鼓
の
演
奏
を
披
露
。
力
強
い
響
き

が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。

悠
久
太
鼓
連
合
会
の
今
井

勇
会
長
は
「
三
十
年
間
で
小

さ
な
子
ど
も
か
ら
学
生
、
大

人
ま
で
浸
透
し
て
き
た
と
思

い
ま
す
。
長
岡
の
悠
久
太
鼓

が
日
本
そ
し
て
世
界
の
悠
久

太
鼓
と
な
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
り
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

長 岡

気
合
い
を
込
め
た
悠
久
の
バ
チ
さ
ば
き

世
界
に
響
け
！
悠
久
太
鼓

▲フィナーレでは、参加団体が
呼吸を合わせて合同演奏。

三

島

市制100周年・合併記念事業

力自慢の子どもたちが丸太切り

寺
泊
地
域
の
「
中
学
生
海
外
派
遣
研
修
事
業
」
が
、
八
月
十

七
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
六
日
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ

ド
ニ
ー
で
行
わ
れ
、
寺
泊
中
学

校
の
二
・
三
年
生
二
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

幅
広
い
視
野
と
国
際
感
覚
を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
い
る
こ
の
事
業
は
、
今

年
で
十
回
目
。
研
修
で
は
、
三

日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
、
地

元
の
農
業
高
校
を
訪
問
し
、
英

語
研
修
や
書
道
を
通
し
て
お
互

い
の
友
情
と
交
流
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

寺 泊

国
際
感
覚
を
磨
け
！

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
海
外
研
修▲ハールストン農業高校生と記念撮影。

九
月
中
旬
、
越
路
原
で
は
ソ
バ
の
花
が
一
斉
に
咲
き
ま
し
た
。

ソ
バ
は
気
温
や
日
当
た
り
、
土
壌
な
ど
で
、
味
や
栄
養
が
左
右

さ
れ
ま
す
が
、
越
路
原
は
、
お
い
し
い
そ
ば
が
で
き
る
条
件
が

そ
ろ
っ
て
い
る
場
所
で
す
。

食
べ
て
お
い
し
く
、
健
康
に
も
良
い
そ
ば
は
、
種
ま
き
か
ら

約
一
カ
月
で
か
れ
ん
な
白
い

花
を
咲
か
せ
ま
す
。
そ
の
後
、

十
月
に
収
穫
し
、
乾
燥
さ
せ

た
後
、
十
一
月
に
新
そ
ば
の

季
節
を
迎
え
ま
す
。
越
路
地

域
で
は
十
一
月
十
二
日
に
新

そ
ば
ま
つ
り
を
開
催
。
参
加

者
は
新
そ
ば
を
存
分
に
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

越 路

今
年
も
「
お
い
し
い
花
」
が
咲
き
ま
し
た

ソ
バ
の
畑
に
は
一
面
の
花
が▲新そばの季節に向けて実を結

び始めます。

▲三島地域の杉林を背景に、子どもたちは力いっぱい、のこぎ
りをひきました。
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再
開
し
て
間
も
な
い
山
古
志
支
所
で
九
月
三
日
、
成
人
式
が

開
か
れ
ま
し
た
。
震
災
か
ら
二
年
近
く
が
た
ち
、
山
古
志
地
域

で
の
開
催
を
望
む
多
く
の
声
に
応
え
、
支
所
で
の
開
催
と
な
っ

た
今
年
は
、
新
成
人
二
十
六
人
の
う
ち
十
七
人
が
出
席
。

新
成
人
を
代
表
し
て
畔
上

太
一
さ
ん
が
「
全
国
か
ら
の

励
ま
し
や
手
助
け
を
受
け
、

私
た
ち
は
ふ
る
さ
と
山
古
志

に
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
山
古
志
に
育
っ
た

も
の
と
し
て
、
山
古
志
を
支

え
ら
れ
る
よ
う
な
立
派
な
大

人
に
な
り
た
い
」
と
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

山古志

生
ま
れ
育
っ
た
山
古
志
を
支
え
た
い

成
人
の
誓
い
を
山
古
志
で

▲新成人みんなで万歳三唱。笑顔の
中にも決意がのぞきます。

八
月
二
十
六
・
二
十
七
日
の
二
日
間
、
第
五

十
二
回
と
ち
お
祭
が
開
催
さ
れ
、
例
年
を
上
回

る
約
二
万
六
千
人
の
観
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

参
加
者
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
飾
り
付
け
や
衣

装
で
市
街
地
を
巡
る
仁に

和わ

賀か

行
進
に
は
、
多
く

の
市
民
が
参
加
し
、
テ
レ
ビ
タ
レ
ン
ト
な
ど
の

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
格
好
で
、
沿
道
の
笑
い
を

誘
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
中
央
公
園
で
は
全
日
本
樽た

る

み
こ
し
綱

引
き
選
手
権
大
会
を
開
催
。
こ
れ
は
、
一
チ
ー

ム
八
人
で
約
五
〇
㌔
の
樽
み
こ
し
を
使
っ
て
綱

引
き
を
す
る
全
国
的
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
競
技
で

す
。今

年
は
、
男
子
の
部
、
女
子
の
部
、
子
ど
も

の
部
に
合
わ
せ
て
十
七
チ
ー
ム
が
参
加
。
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
会
場
で
は
、
手
に
汗
握
る

迫
力
満
点
の
試
合
展
開
に
、
観
客
席
か
ら
大
き

な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

和
島
体
育
館
で
九
月
十
八
日
、
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
、
対
象

者
千
三
十
六
人
の
う
ち
、
約
五
百
五
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
地
元
の
保
育
園
児
や
幼

稚
園
児
ら
が
、
か
わ
い
ら
し
い
踊
り
を
披
露
。
会
場
は
笑
顔
で

あ
ふ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
八
十
五
歳
を
迎

え
た
久
住
榮
一
さ
ん
は
「
今

日
は
と
て
も
楽
し
い
。
戦

後
、
シ
ベ
リ
ア
に
四
年
余

り
抑
留
さ
れ
、
苦
労
も
あ

っ
た
。
今
の
こ
の
平
和
な

世
の
中
が
、
ず
っ
と
続
い

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

和 島

敬
老
会
を
開
催

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

栃

尾

とちお祭を開催

樽
たる

みこし綱引きで熱戦

「
二
十
一
世
紀
の
小
国
は
ど
ん
な
か
な
？
」
と
未
来
に
夢
を

は
せ
、
小
国
町
商
工
会
青
年
部
が
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
め
た

の
は
昭
和
五
十
九
年
十
月
十
九
日
。
二
十
二
年
の
時
を
越
え
九

月
十
日
、
当
時
の
青
年
部
員
が
集
ま
り
掘
り
起
こ
し
ま
し
た
。

フ
タ
を
開
け
る
と
、
写
真

や
雑
誌
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の

状
態
で
出
て
き
ま
し
た
。
参

加
し
た
阿
部
正
之
さ
ん
は
「
二

十
二
年
は
あ
っ
と
い
う
間
で

し
た
。
当
時
は
小
国
町
が
合

併
し
て
長
岡
市
に
な
る
と
は
、

予
想
も
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
し
み
じ
み
話
し
て
い
ま
し

た
。

九
月
十
五
日
か
ら
十
七
日
の

三
日
間
、
恒
例
の
与
板
十
五
夜

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
与
板
地

域
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

十
六
・
十
七
日
に
は
二
百
余

年
の
伝
統
を
誇
り
、
ま
つ
り
の

メ
ー
ン
を
飾
る
三
台
の
「
登
り

屋
台
」
が
登
場
。
屋
台
の
上
で

振
ら
れ
る
提
灯

ち
ょ
う
ち
ん

や
太
鼓
囃
子

ば
や
し

を

合
図
に
、
約
百
五
十
人
の
引
き
手
が
綱
を
引
く
と
、
そ
の
重
い

車
体
が
「
ぎ
し
っ
、
ぎ
し
っ
」
と
う
な
り
ま
す
。

今
年
初
め
て
屋
台
の
引
き
手
に
参
加
し
た
と
い
う
女
性
は
「
一

度
体
験
す
る
と
や
め
ら
れ
な
い
で
す
ね
」
と
興
奮
気
味
に
話
し

て
い
ま
し
た
。

小 国

二
十
二
年
の
時
を
越
え
て

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
封

与 板

二
百
余
年
の
伝
統
を
誇
る
「
登
り
屋
台
」

与
板
十
五
夜
ま
つ
り
は
最
高
潮

▲チームの名誉をかけ、こん身の力をこめてみこしを引く選手
たち。

▲当時の品々に22年前の記憶がよ
みがえります。

▲心のこもった出し物に心も和みま
す。
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▲高さ６ｍ。迫力満点の「登り
屋台」。




静
御
前
を
し
の
ぶ
会

源
義
経
の
愛
し
た
静
御
前
を
し

の
び
、
講
演
や
舞
の
披
露
を
し
ま

す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
10
月
８
日

午
前
10
時
か

ら

会
場
＝
ふ
る
さ
と
交
流
会
館

（
栃
堀
）


栃
尾
お
か
め
か
ぼ
ち
ゃ
全
国

コ
ン
ク
ー
ル

「
お
か
め
か
ぼ
ち
ゃ
」
に
、
お

か
め
や
ひ
ょ
っ
と
こ
な
ど
を
描
く

作
品
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

展
示
日
時
＝
10
月
21
日

～
29
日



午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
21

日
は
午
前
10
時
か
ら
。
29
日
は
午

後
３
時
ま
で
）

会
場
＝
栃
尾
文

化
セ
ン
タ
ー

作
品
搬
入
＝
10
月

19
日

午
前
10
時
～
午
後
８
時
に

栃
尾
文
化
セ
ン
タ
ー
へ

出
品
手

数
料
＝
一
般
…
１
点
３
０
０
円
、

小
学
生
以
下
…
無
料
（
出
品
点
数

は
一
般
２
点
ま
で
、
小
学
生
以
下

は
１
点
ま
で
）

※
か
ぼ
ち
ゃ
の

な
い
人
に
は

販
売
し
ま
す
。

申
栃
尾
公
民

館

52
・
２

０
２
０


ふ
る
さ
と
創
生
基
金
事
業

と
ち
お
の
杜
サ
イ
ク
リ
ン
グ

（
無
料
）

秋
晴
れ
の
と
ち
お
の
杜
で
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

日
時
＝
10
月
21
日

午
前
７
時
～

午
後
３
時
（
予
定
）

集
合
＝
道

の
駅
Ｒ
２
９
０
と
ち
お

対
象
＝

小
学
３
年
生
以
上

定
員
＝
80
人

（
先
着
）

申
10
月
13
日

ま
で

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
は
が
き
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で


と
ち
お
謎
解
き
町
め
ぐ
り

ク
イ
ズ
de
あ
い
ぼ

栃
尾
の
町
め
ぐ
り
を
し
な
が
ら
、

地
域
の
人
た
ち
と
触
れ
合
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
10
月
７
日

～
９
日

午

前
10
時
～
午
後
４
時

会
場
＝
秋

葉
公
園
～
谷
内
周
辺
の
雁
木
通
り

●
体
験
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

期
日
と
内
容
＝
①
10
月
22
日

…

彩
り
染
め
②
10
月
29
日

…
そ
ば

打
ち
③
11
月
9
日

…
ひ
ょ
う
た

ん
細
工
④
11
月
11
日

…
コ
ン
ニ

ャ
ク
づ
く
り
⑤
11
月
16
日

ひ
ょ

う
た
ん
細
工

時
間
＝
①
②
④
午

前
９
時
～
正
午
③
⑤
午
前
10
時
～

正
午

会
場
＝
み
ん
な
の
体
験
館

（
小
国
町
上
岩
田
）

定
員
＝
各

20
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
８
０

０
円
か
ら
（
養
楽
館
入
館
料
含
む
）

申
各
開
催
日
の
５
日
前
ま
で
（
水

曜
日
休
館
）


こ
ど
も
造
形
講
座
「
陶
芸
に
挑

戦
」

「
た
た
ら
」
と
い
う
粘
土
の
板

か
ら
カ
ッ
プ
な
ど
を
作
り
ま
す
。

日
時
＝
10
月
28
日

・
29
日

午

後
１
時
30
分
～
３
時

会
場
＝
栃

尾
美
術
館

対
象
＝
小
・
中
学
生

（
親
子
で
の
参
加
可
）

講
師
＝

陶
芸
作
家
・
佐
藤
陸
雄
さ
ん

持

ち
物
＝
タ
オ
ル
、
汚
れ
て
も
よ
い

服
装

参
加
料
＝
５
０
０
円

定

員
＝
各
日
10
人
（
先
着
）

申
10

月
17
日

～
24
日



「
富
川
大
塊
と
ゆ
か
り
の
文
人

た
ち
展
」
関
連
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
～
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
凧
を
つ
く

ろ
う
！
～
（
無
料
）

骨
組
み
か
ら
凧
を
作
り
、
筆
で

好
き
な
文
字
を
書
き
ま
す
。

日
時
＝
11
月
５
日

・
12
日

午

後
１
時
30
分
～
４
時

会
場
＝
栃

尾
美
術
館

対
象
＝
小
学
生
以
上

（
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）

講
師

＝
竹
工
房
松
兵
衛
さ
ん
、
書
家
・

内
山
玉
延
さ
ん

定
員
＝
20
人（
先

着
）

申
10
月
18
日

～
27
日

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教
育
委
員
会
栃
尾
分
室


52
・
１
１
１
７

栃
尾
支
所
地
域
振
興
課


52
・
５
８
１
５


52
・
３
９
９
０

tco-chiiki@
city.nagaoka.lg.jp

養
楽
館
（
小
国
地
域
）


95
・
３
１
６
１

栃
尾
美
術
館


53
・
６
３
０
０

●山古志地域で延長していた市税の納期限が決まりました
法人市民税以外の税金を納付いただいていない人に対し、

11月15日に、納付書または口座振替のお知らせを送ります。
窓口納付される人は納期限までに納めてください。口座振替
にされている場合は、納期限に自動的に引き落とされます。

●県・市税の申告および納税の説明会と相談会を開催します
説明会では、国税の申告および納税に関する説明もありま

す。
日時＝10月14日・15日、説明会…午前10時～11時 相談
会…説明会終了後～午後４時 会場＝14日…青葉台コミュ
ニティセンター（市税の相談は山古志支所長岡事務所）、15日
…山古志会館（市税の相談は山古志支所） ※２回とも同
じ内容です。
●納税が困難な場合、市税の納付期限を延長する制度があり
ます。詳しくはお問い合わせください。

問収納課39・2214 山古志支所市民生活課59・2332

震災関連のお知らせ

種 類 対象年度と期別 納期限

市・県民税
（普通徴収）

平成17年度第１～４期
平成18年11月30日

平成18年度第１期

平成18年度第２期 平成19年１月４日

平成18年度第３・４期 平成19年１月31日

法人市民税
平成17年４月１日～
平成18年11月２日

平成18年11月６日

固定資産税・
都市計画税

平成17年度第１～４期
平成18年11月30日

平成18年度第１期

平成18年度第２・３期 平成18年12月25日

平成18年度第４期 平成19年２月28日

軽自動車税
平成17年度全期

平成18年11月30日
平成18年度全期

長岡市制100周年・合併記念事業
イベントガイドブック秋・冬号を発刊！
今月の市政だよりと一緒に配布した「イベントガイ

ドブック秋・冬号」には、10月～来年３月に行われる
事業を掲載しています。ぜひご覧ください。
問長岡市制100周年記念事業実行委員会39・2204


こ
ど
も
造
形
講
座「
ひ
と
足
早
い

白
の
世
界
・
ボ
ッ
ク
ス
ア
ー
ト
」

ビ
ー
ズ
や
ガ
ラ
ス
玉
な
ど
で
箱

の
中
に
立
体
的
な
絵
画
を
つ
く
り

ま
す
。

日
時
＝
11
月
18
日

午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

会
場
＝
栃
尾
美

術
館

対
象
＝
年
長
～
中
学
生
（
親

子
可
）

講
師
＝
造
形
作
家
・
長

谷
部
昇
さ
ん

持
ち
物
＝
接
着
剤
、

は
さ
み

参
加
料
＝
５
０
０
円

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

申
10
月

17
日

～
11
月
10
日



野
鳥
相
を
調
べ
る
会

長
岡
野
鳥
の
会
会
員
の
人
た
ち

と
一
緒
に
野
鳥
を
観
察
し
ま
す
。

日
時
＝
10
月
22
日

午
前
８
時
～

11
時
（
雨
天
決
行
）

観
察
地
＝

三
島
地
域
蓮
花
寺
周
辺

集
合
＝

大
杉
公
園
駐
車
場

対
象
＝
小
学

生
以
上

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、

雨
具
、
双
眼
鏡
な
ど

参
加
料
＝

50
円

申
10
月
19
日

ま
で


野
外
博
物
館
道
草
コ
ー
ス

市
街
地
で
の
気
軽
で
楽
し
い
植

物
観
察
会
で
す
。

日
時
＝
10
月
28
日

午
前
９
時
～

正
午
（
雨
天
中
止
）

観
察
地
＝

科
学
博
物
館
～
信
濃
川

集
合
＝

科
学
博
物
館
展
示
室
前

対
象
＝

小
学
生
以
上
（
小
学
校
低
学
年
は

保
護
者
同
伴
）

持
ち
物
＝
帽
子
、

筆
記
用
具

参
加
料
＝
50
円

申

10
月
26
日

ま
で


生
物
標
本
・
自
然
科
学
写
真

展
示
会
（
無
料
）

植
物
や
昆
虫
な
ど
の
標
本
と
自

然
科
学
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
＝
10
月
23
日

～
29
日

午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
29
日
は
午

後
３
時
ま
で
）

会
場
＝
中
央
公

民
館
大
ホ
ー
ル

※
出
品
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
も

科
学
博
物
館
へ


越
冬
昆
虫
を
調
べ
る
会

日
時
＝
11
月
12
日

午
前
10
時
～

午
後
２
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

観
察
地
＝
信
濃
川
河
川
敷

集
合

＝
科
学
博
物
館
展
示
室
前

対
象

＝
小
学
生
～
一
般
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）

持
ち
物
＝
筆
記
用

具
、
移
植
ご
て
な
ど
の
採
集
用
具
、

昼
食

参
加
料
＝
50
円

申
11
月

９
日

ま
で


な
が
お
か
市
民
大
学

長
岡
地
域
の
企
業
家
・
経
営
者

群
像

明
治
以
降
の
長
岡
の
復
興
や
発

展
を
担
っ
た
先
人
た
ち
。
特
に
企

業
家
や
経
営
者
た
ち
の
ア
イ
デ
ィ

ア
や
実
行
の
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
に

取
り
上
げ
ま
す
。

日
時
＝
11
月
９
日
～
23
日
の
毎
週

木
曜
日
午
後
７
時
～
８
時
30
分

（
計
３
回
）

会
場
＝
長
岡
大
学

講
師
＝
長
岡
大
学
助
教
授
・
松
本

和
明
さ
ん

受
講
料
＝
１
、
５
０

０
円

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

申
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で


地
球
に
ｅ
ｃ
ｏ（
え
ー
こ
）と

し
ま
せ
ん
か

循
環
型
社
会
に
つ
い
て
、
自
分

た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
今
話
題
の
ふ
ろ
し
き

の
包
み
方
も
紹
介
し
ま
す
。

日
時
＝
①
10
月
25
日

午
後
７
時

～
８
時
30
分
②
10
月
28
日

午
後

１
時
30
分
～
４
時
③
11
月
１
日


午
後
７
時
～
８
時
30
分
（
計
３
回
）

会
場
＝
①
③
中
央
公
民
館
②
㈱
ホ

ー
ネ
ン
ア
グ
リ
工
場
見
学

講
師

＝
①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
循
環
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
理
事
長
・
金
子
博
さ
ん

③
ふ
ろ
し
き
研
究
会
・
五
十
嵐
直

子
さ
ん

参
加
料
＝
２
５
０
円
（
保

険
料
）

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

申
10
月
10
日

か
ら
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で


う
る
お
い
ラ
イ
フ

「
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
ス
」

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
実
習
と
講

義
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
講
座
で
す
。

時
間
＝
①
昼
コ
ー
ス
…
午
前
10
時

～
11
時
30
分
②
夜
コ
ー
ス
…
午
後

７
時
～
８
時
30
分

会
場
＝
中
央

公
民
館

講
師
＝
大
川
俊
雄
さ
ん

持
ち
物
＝
花
ば
さ
み
、
持
ち
帰
り

用
袋

参
加
料
＝
６
、
５
０
０
円

（
初
回
に
）

定
員
＝
各
コ
ー
ス

24
人
（
先
着
）

申

10
月
10
日


か
ら


レ
デ
ィ
ー
ス
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

充
実
し
た
女
性
の
生
き
方
、
自

己
表
現
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
つ

い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
11
月
16
日
～
平
成
19
年
２

月
１
日
の
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
（
計
９
回
）

会
場
＝
中
央
公
民
館

参
加
料
＝

１
、０
０
０
円
（
初
回
に
）

定
員

＝
25
人
（
先
着
）

申
10
月
17
日


か
ら
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四郎丸地区を対象に、震度６

強の直下型地震が発生という想

定で防災訓練を実施します。日

ごろの地域コミュニティのつな

がりを生かした、住民・学校・

行政の協働による防災体制の確

立を目指します。

日時＝10月22日午前９時～11時30分

会場＝四郎丸小学校

内容＝住民避難訓練、要援護者避難支援訓練、消火訓

練、避難所開設・運営訓練、自動車避難対応訓

練、要援護者への介助方法講習、給水訓練など

※自由に参観することができます。なお、会場には駐

車場がありません。詳しくはお問い合わせください。

問危機管理防災課39・2262

科
学
博
物
館


32
・
０
５
４
６

中
央
公
民
館


32
・
０
４
３
７


32
・
０
５
６
１

chu-kou@
city.nagaoka.niigata.jp

12/12


28


11/14


期
日

「
フ
レ
ー
ム
を
使
っ
た
ク
リ
ス
マ

ス
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」

た
め
に
な
る
冠
婚
葬
祭
の
花
知
識

「
装
飾
的
形
態
」
簡
単
な
非
自
然

構
成
の
デ
ザ
イ
ン
を
楽
し
む

セ
ン
ス
ア
ッ
プ
色
彩
学
、
花
あ
わ

せ
・
色
あ
わ
せ

「
自
然
を
生
け
る
」（
パ
ラ
レ
ル

形
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
）

あ
な
た
の
知
ら
な
い
花
の
世
界
、

花
の
贈
り
方
・
飾
り
方
、
花
の
水

揚
げ
方
法
・
長
持
ち
さ
せ
る
方
法

内

容

2/1


1/25


1/18


1/11


21


14


12/7


30


11/16


期
日

地
域
づ
く
り
と
女

性
（
あ
な
た
）
の

役
割
を
知
ろ
う
、

閉
級
式
、
修
了
証

交
付
式
、
懇
親
会

沙
漠
か
ら
見
た
文

化
と
文
明

～
そ

こ
に
見
え
る
女
性

の
活
躍
の
姿
～

自
己
表
現
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
技
能
を
身

に
付
け
よ
う

そ

の
２

リ
ー
ダ
ー
に
求
め

ら
れ
る
コ
ー
チ
ン

グ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
技
能
を

身
に
付
け
よ
う

そ
の
２

充
実
し
た
女
性
の

生
き
方
を
考
え
よ

う

そ
の
２

い
ろ
い
ろ
な
場
で

の
話
し
方
と
上
手

な
聴
き
方

自
己
表
現
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
技
能
を
身

に
付
け
よ
う

そ

の
１

リ
ー
ダ
ー
に
求
め

ら
れ
る
コ
ー
チ
ン

グ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
技
能
を

身
に
付
け
よ
う

そ
の
１

開
級
式
、
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

充
実
し
た
女
性
の

生
き
方
を
考
え
よ

う
そ
の
１

テ
ー
マ

に
い
が
た
女
性
会

議
運
営
委
員
・
齋

藤
良
子
さ
ん

長
岡
市
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
長
・
羽

賀
友
信
さ
ん

ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ

ブ
・
パ
フ
ォ
ー
ミ

ン
グ
・
ア
ー
ツ
代

表
取
締
役
・
小
林

敬
子
さ
ん

マ
ッ
ク
ス
・
ゼ
ン

・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
代
表
取
締
役

・
丸
山
結
香
さ
ん

に
い
が
た
女
性
会

議
運
営
委
員
・
齋

藤
良
子
さ
ん

歩
々
の
会
・
井
上

眞
紀
子
さ
ん

ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ

ブ
・
パ
フ
ォ
ー
ミ

ン
グ
・
ア
ー
ツ
代

表
取
締
役
・
小
林

敬
子
さ
ん

マ
ッ
ク
ス
・
ゼ
ン

・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
代
表
取
締
役

・
丸
山
結
香
さ
ん

に
い
が
た
女
性
会

議
運
営
委
員
・
齋

藤
良
子
さ
ん

講

師

長岡戦災資料館の展示内容を変更しました

「学童疎開」をテーマに、疎開児童の写真や作文、長

岡空襲前後の航空写真に加え、新たに寄贈された被災物

品や貴重な資料を展示しました。ぜひご覧ください。

問庶務課 39・2203

平成18年度総合防災訓練を実施します

▲昨年、青葉台地区
で行われた防災訓練




新
な
が
お
か
発
見
～
郷
土
に
架

か
る
橋
～
（
無
料
）

橋
と
地
域
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
生
活
、
文
化
面
か
ら
学
び
ま
す
。

時
間
＝
①
③
⑤
午
後
７
時
～
８
時

30
分
②
④
⑥
午
前
10
時
中
央
公
民

館
出
発
（
バ
ス
で
見
学
。
午
後
４

時
こ
ろ
解
散
）

会
場
＝
①
③
⑤

中
央
公
民
館
②
④
⑥
現
地

持
ち

物
＝
昼
食
、
水
筒
、
筆
記
用
具

定
員
＝
35
人
（
先
着
）

申
10
月

10
日

か
ら


公
募
型
ま
ち
の
先
生
企
画
講
座

①
初
心
者
か
ら
の
社
交
ダ
ン
ス

日
時
＝
11
月
２
日

・
16
日

・

30
日

、
12
月
５
日

・
８
日


午
前
10
時
～
正
午
（
計
５
回
）

会
場
＝
厚
生
会
館
中
ホ
ー
ル

対

象
＝
60
歳
以
上

講
師
＝
ま
ち
の

先
生
・
藤
田
喜
美
さ
ん

持
ち
物

＝
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
（
運
動
靴
可
）、

動
き
や
す
い
服
装

参
加
料
＝
１
、

５
０
０
円

定
員
＝
20
人
（
先

着
）

申
10
月
11
日

か
ら

②
初
心
者
対
象
観
世
流
謡
曲
教
室

日
時
＝
11
月
６
日

～
12
月
４
日


の
毎
週
月
曜
日
午
後
１
時
30
分

～
３
時
40
分
（
計
５
回
）

会
場

＝
中
央
公
民
館
４
０
４
教
室

講

師
＝
ま
ち
の
先
生
・
佐
藤
昭
さ
ん

参
加
料
＝
１
、８
０
０
円
（
教
材
費
）

定
員
＝
25
人
（
先
着
）

申
10
月

11
日

か
ら

③
筋
肉
や
関
節
の
歪
み
を
治
す

「
機
能
改
善
体
操
」

日
時
＝
11
月
15
日

・
29
日

午

後
１
時
30
分
～
２
時
30
分
（
計
２

回
）

会
場
＝
市
民
体
育
館
小
ア

リ
ー
ナ

講
師
＝
ま
ち
の
先
生
・

青
柳
淳
子
さ
ん

持
ち
物
＝
タ
オ

ル
、
動
き
や
す
い
服
装
、
飲
料
水
、

筆
記
用
具

参
加
料
＝
４
０
０
円

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

申
10
月

11
日

か
ら


も
う
ひ
と
つ
の
人
生
～
新
し
い

発
見
と
感
動
～

定
年
後
の
豊
か
な
人
生
を
過
ご

す
方
法
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
①
11
月
３
日

（
※
講
演
）

②
11
日

③
18
日

④
25
日

午

後
７
時
～
８
時
30
分

会
場
＝
②

④
中
央
公
民
館
４
０
１
教
室
③
中

央
公
民
館
和
室

内
容
＝
②
プ
ロ

ロ
ー
グ
豊
か
な
時
間
の
獲
得
に
向

け
て
③
さ
わ
や
か
体
操
で
健
康
づ

く
り
④
自
分
の
人
生
プ
ラ
ン
を
考

え
て
み
よ
う

対
象
＝
お
お
む
ね

50
代
～
60
代
の
人

講
師
＝
②
④

生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
③

ま
ち
の
先
生
・
林
利
八
さ
ん

持

ち
物
＝
③
の
み
動
き
や
す
い
服
装

参
加
料
＝
７
０
０
円

定
員
＝
25

人
（
先
着
）

※
講
演

余
暇
を
制
し
団
塊
世
代
の
勝
ち

組
に
！
（
無
料
）

講
演
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

日
時
＝
11
月
３
日

午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

会
場
＝
中
央
公

民
館
大
ホ
ー
ル

講
師
＝
実
践
女

子
短
期
大
学
教
授
・
薗そ

の

田だ

碩せ
き

哉や

さ

ん

定
員
＝
50
人（
先
着
）

◇

◇

申
10
月
11
日

か
ら


越
後
オ
ペ
ラ「
み
る
な
の
座
敷
」

ハ
イ
ラ
イ
ト
版
（
招
待
）

長
岡
地
域
に
伝
わ
る
昔
話
を
基

に
作
ら
れ
た
創
作
オ
ペ
ラ
で
す
。

日
時
＝
11
月
８
日

・
９
日

①

午
前
の
部
…
午
前
10
時
15
分
～
11

時
30
分
②
午
後
の
部
…
午
後
１
時

30
分
～
２
時
45
分

会
場
＝
市
立

劇
場

定
員
＝
各
70
人
（
抽
選
）

申
10
月
25
日

必
着
で
、
往
復
は

が
き
の
往
信
の
裏
に
「
み
る
な
の

座
敷
希
望
」、
希
望
日
、
午
前
・
午

後
の
別
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
、
返
信
の
表
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
〒
９
４
０

―
０
０
６
２
（
住
所
記
入
不
要
）

長
岡
市
国
際
文
化
課
へ
（
は
が
き

１
枚
に
つ
き
１
人
）


平
成
18
年
度
後
期
日
本
語
講
座

外
国
籍
の
市
民
を
対
象
と
し
た

初
歩
の
日
本
語
講
座
で
す
。

期
間
＝
10
月
～
平
成
19
年
３
月

時
間
＝
①
昼
ク
ラ
ス
…
火
・
金
曜

日
午
前
９
時
30
分
か
ら
②
夜
ク
ラ

ス
…
月
曜
日
午
後
７
時
か
ら
③
日

曜
ク
ラ
ス
…
午
後
２
時
15
分
か
ら

④
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
２
カ
月

コ
ー
ス
…
日
曜
日
午
後
１
時
か
ら

会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
２
０
４
会

議
室

料
金
＝
１
回
３
０
０
円

申

長
岡
市
国
際
交
流
協
会

39

・
２
７
１
４
へ


子
ど
も
の
本
を
読
む
会（
無
料
）

日
時
＝
10
月
11
日

午
前
10
時
～

11
時
30
分

内
容
＝
松
岡
享
子
作

「
な
ぞ
な
ぞ
の
す
き
な
女
の
子
」

会
場
＝
２
階
講
座
室
１


エ
コ
・
ブ
ッ
ク
ス
フ
ェ
ア

図
書
館
で
不
用
に
な
っ
た
本
を

無
料
で
お
譲
り
し
ま
す
。
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
10
月
15
日

午
前
９
時
30

分
～
正
午

会
場
＝
２
階
美
術
セ

ン
タ
ー

内
容
＝
小
説
、
実
用
書
、

雑
誌
（
今
回
児
童
書
は
あ
り
ま
せ

ん
）

冊
数
＝
１
人
図
書
20
冊
、

雑
誌
20
冊
の
計
40
冊
ま
で


文
芸
講
演
会
「
松
岡
譲
と
芥
川

龍
之
介
」（
無
料
）

日
時
＝
11
月
18
日

午
後
３
時
～

４
時
30
分

会
場
＝
２
階
講
堂

講
師
＝
都
留
文
科
大
学
名
誉
教
授

・
関
口
安
義
さ
ん

定
員
＝
１
９

０
人
（
抽
選
）

申
11
月
10
日


ま
で
に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

直
接
各
図
書
館
へ


読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の
初
歩

を
実
習
も
交
え
て
学
び
ま
す
。

日
時
＝
11
月
15
日

・
22
日

午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場

＝
２
階
講
座
室
１

対
象
＝
学
校
、

図
書
館
、
児
童
館
な
ど
で
読
み
聞

か
せ
活
動
を
し
て
い
る
人

定
員

＝
40
人
（
先
着
）

申
11
月
１
日


ま
で
に
電
話
ま
た
は
中
央
図
書

館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
（
一
時
保
育

あ
り
）


自
動
車
文
庫
に
「
米
百
俵
号
２

号
」
が
加
わ
り
ま
す

近
く
に
図
書
館
の
な
い
地
域
を

巡
回
す
る
自
動
車
文
庫
に
、
新
た

に
「
米
百

俵

号

２

号
」
が
加

わ
り
ま
す
。

巡
回
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

は
、
左
ペ

ー
ジ
の
と

お
り
で
す
。
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生
涯
学
習
相
談
室


38
・
６
５
５
２

中
央
図
書
館

32
・
０
６
５
８


32
・
０
６
６
４

lib
@
city.n

ag
aok

a.n
iigata.jp

国
際
文
化
課


39
・
２
２
５
１

⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

12


8


5


11/1


29


10/25


期
日

橋
の
見
学
会

三
島
地
域
（
砦
関
道
橋
）、
越

路
地
域
（
旧
越
路
橋
な
ど
）、

小
国
地
域
（
白
倉
大
橋
な
ど
）

「
橋
も
の
が
た
り
～
も
し
長

生
橋
が
な
か
っ
た
ら
～
」

歴
史
研
究
家
・
稲
川
明
雄
さ

ん 橋
の
見
学
会

与
板
地
域
（
与
板
橋
）、
和
島

地
域
（
島
崎
橋
）、
寺
泊
地
域

（
野
積
橋
）

「
橋
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

す
」

長
岡
大
学
教
授
・
岡
野
宏
昭

さ
ん

橋
の
見
学
会

中
之
島
地
域
（
夫
婦
橋
）、
栃

尾
地
域
（
大
布
橋
）、
山
古
志

地
域
（
中
山
隧
道
）

「
橋
と
景
観
」

長
岡
造
形
大
学
教
授
・
上
野

裕
治
さ
ん 内

容
と
講
師

ビジネスマナー習得教室（ブラッシュアップ編）
クレーム電話対応など実践的ビジネスマナーを学びます。

日時＝11月２日～16日の毎週木曜日午後７時～８時30分（計
３回） 会場＝勤労青少年ホーム 定員＝20人（先着）
受講料＝500円 申10月16日～31日

問勤労青少年ホーム32・4429
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日時＝10月７日午前11時30分～午後６時（交通規制は
午前11時～午後６時30分） 会場＝大手通り周辺
越後長岡時代行列
幕末の長岡藩や牧野家参勤交代など時代行列を、市民

約500人で再現します。今年
は10月８日に開催する新選
組サミット参加団体や、牧
野家ゆかりの豊川市から奇
祭・うなごうじ祭が特別参
加します。
時間＝うなごうじ祭（大手
通り）…午後１時から、時

代行列出陣式（水道公園）…午後２時から、時代行列行
進（大手通り）…午後３時30分から
米百俵リレー
三根山藩から米百俵が送られた史実に基づき、巻から

長岡までの42.8㎞をリレーでつなぎます。
時間＝午後３時10分ころ大手通り着
その他のイベント
陸上自衛隊オープニングパレード、ホコ天、太鼓演奏、

チャリティー米販売、囲碁まつり、米百俵みこしなど

■長岡市秋まつり 問観光課39・2221
厚生会館前広場イベント

①錦鯉即売会
日時＝11月１日～５日午前８時～午後５時
②らんちゅう品評会・即売会
日時＝11月３日～５日午前８時～午後４時 ※品評
会は３日のみ
③菊花展示会
多種多様な菊をご鑑賞ください。

日時＝11月２日～７日午前８時～午後５時 ※２日
は審査会が終了する午後１時ころから
《作品募集》
募集内容＝自由大菊、小菊、切り花など。優秀作品には
賞品を贈呈します。 問長岡市菊花愛好会事務局・齋藤
満さん36・5254、中川二一さん35・7381

④秋の味獲市
地元で採れた新鮮な野菜や米などを販売します。

日時＝11月３日～５日午前９時から
長岡市美術展覧会（市展）

日時＝11月１日～５日午前９時～午後６時（５日は
午後３時まで） 会場＝厚生会館大ホール、第１小ホー
ル（長岡市美術協会員の作品は２階ロビーに展示） 問

国際文化課39・2251

■Ｒ２９０街道まつり
日時＝10月８日午前10時～午後４時 会場＝道の駅Ｒ
290とちお 内容＝国道290号沿線地域の特産品の紹介と
販売、伝統芸能など 問栃尾観光協会51・1195

■中之島産業まつり市制100周年ジャンボフェア
日時＝10月15日午前９時～午後３時 会場＝中之島支
所周辺 内容＝名物ジャンボおにぎり作り、特産品抽選
会など 問中之島支所産業課61・2011

■あぶらげまつり・コシヒカリまつり
日時＝10月22日午前10時～午後３時 会場＝杜々の森
名水公園 内容＝巨大あぶらげ作り、秋の味覚紹介、伝
統芸能・広大寺など 問杜々の森名水公園58・3050

■栃尾地域農業まつり
日時＝10月29日午前10時から 会場＝道の駅Ｒ290とち
お 内容＝栃尾産農産物の即売や試食、餅つきなど 問

栃尾支所農林課52・5847

■みしま産業まつり
日時＝11月３日午前９時～午後３時30分 会場＝みし
ま会館周辺 内容＝農林産物品評会、木工教室、特産物
販売など 問三島支所産業課42・2221

■おぐに秋まつり
日時＝11月３日午前９時～午後３時 会場＝小国会館
周辺 内容＝地元物産販売、芸能発表会、絵画・菊・書
道などの展示 問小国支所産業課95・5906

実りの秋、イベントも盛りだくさん

■米百俵まつり 問観光課39・2221

コ
ー
ス

巡回ステーション
巡 回 日

午 前 午 後

１ ２ １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回

１
上塩

（上塩保育園）
下樫出

（みどり保育園）
10/11


10/26


12/1


1/12


2/1


3/1


２
天下島

（栃尾白山保育園）

栃堀
（栃堀ふるさと

交流会館）

10/12


10/27


12/21


1/16


2/2


3/2


３
鳥越

（みしま南保育園）
三島上条

（みしま北保育園）
10/13


11/21


12/22


1/17


2/6


3/6


４
寺泊野積

（野積保育園）
寺泊竹森

（竹森保育園）
10/17


11/22


12/26


1/18


2/7


3/7


５
小島谷

（和島保育園・
幼稚園）

与板町与板
（与板幼稚園）

10/18


11/24


12/27


1/19


2/8


3/8


６
飯塚

（岩塚保育園）
小国町相野原

（ひまわり保育園）
10/19


11/28


1/10


1/23


2/9


3/9


７
大口

（上通保育園）
中之島

（中之島保育園）
10/20


11/29


1/11


1/24


2/14


3/13


ステーション 巡 回 日

信条保育園（中之島地域）
10/24


12/14



白山保育園（越路地域）
10/25


12/15



塚山保育園（越路地域）
12/5


1/25


桐島小学校（和島地域）
12/6


1/26


上小国小学校（小国地域）
12/7


1/30


与板小学校（与板地域）
12/8


3/14


本山保育園（寺泊地域）
12/12


3/15


ひかり保育園（寺泊地域）
12/13


3/16


▲出前ミニ図書館の巡回日程です。時間はい
ずれも午前10時～午後２時30分です。
一般巡回の日程です。時間はいずれも午前
は午前10時～11時、午後は午後１時30分～２
時30分です。
どちらも「米百俵号」２号が巡回します。



時
間
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、
平
日
が
午
前
９
時
～
午
後
９
時
、
土
・
日
・
祝
日
が
午
前
９
時
～
午
後
６
時
30
分
で
す
。

金
額
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
で
す
。
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
催
し
の
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
で
す
。
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市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
１
階
）


摂
田
屋
町
お
こ
し
の
会

ミ
ニ
鏝こ

て

絵
作
品
展
示
会

期
間
＝
10
月
11
日

～
16
日



川
崎
表
装
同
好
会
作
品
展

期
間
＝
10
月
18
日

～
23
日



清
月
会
水
墨
画
展

期
間
＝
10
月
25
日

～
30
日



シ
リ
ウ
ス
版
画
の
会
作
品
展

期
間
＝
11
月
１
日

～
６
日


イ
ベ
ン
ト
広
場
（
地
下
）
ほ
か


米
百
俵
競
書
大
会
作
品
展
示
会

期
間
＝
10
月
６
日

～
15
日


会
場
＝
地
下
イ
ベ
ン
ト
広
場


受
信
環
境
ク
リ
ー
ン
図
案
コ
ン

ク
ー
ル
作
品
展

期
間
＝
10
月
16
日

正
午
～
20
日


午
後
３
時

会
場
＝
ま
ち
の
情

報
コ
ー
ナ
ー


シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

趣
味
の
作
品
展

期
間
＝
10
月
19
日

正
午
～
22
日


午
後
３
時

会
場
＝
地
下
イ
ベ

ン
ト
広
場


Ａ
Ｉ
Ｒ
ジ
ャ
パ
ン
絵
画
コ
ン
ク

ー
ル
入
賞
作
品
展

期
間
＝
11
月
１
日

～
５
日


会
場
＝
２
階
ロ
ビ
ー

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

地
球
広
場
（
１
階
）


39
・
２
７
１
４

●
伝
え
た
い
、
ネ
パ
ー
ル
！

ネ
パ
ー
ル
で
支
援
活
動
を
行
っ

て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
帰
国
報
告
会
と
、

高
校
生
に
よ
る
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ

収
集
の
実
施
報
告
会
を
し
ま
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
10
月
21
日

午
後
１
時
～

３
時
30
分

会
場
＝
地
球
広
場

ち
び
っ
こ
広
場
（
４
階
）


39
・
２
７
７
５


子
育
て
マ
マ
の
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー

・
楽
し
く
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

ア
ロ
マ
の
魅
力
、
子
育
て
に
役

立
つ
活
用
法
な
ど
の
話
や
ハ
ン
ド

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
６
日

午
前
10
時
30

分
か
ら
２
時
間
程
度

会
場
＝
２

０
２
・
２
０
３
会
議
室

対
象
＝

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

持
ち
物

＝
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ

参
加
料
＝
１

０
０
円

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

申
10
月
24
日

～
31
日


※
保

育
あ
り
（
定
員
15
人
。
生
後
６
カ

月
以
上
。
要
予
約
）


親
子
サ
ー
ク
ル
よ
っ
と
い
で
！

親
子
サ
ー
ク
ル
の
交
流
会
で
す
。

サ
ー
ク
ル
に
入
会
し
て
い
な
い
人

も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
＝
10
月
23
日

午
前
10
時
30

分
～
正
午

会
場
＝
市
民
体
育
館

対
象
＝
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
員
＝
35
組
（
先
着
）

申
10
月

11
日

～
19
日



ち
び
っ
こ
タ
イ
ム
＆
お
絵
か
き

タ
イ
ム
「
保
育
士
と
あ
ー
そ
ー

ぼ
！
」

リ
ズ
ム
遊
び
、
シ
ア
タ
ー
、
制

作
な
ど
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
10
月
13
日

・
25
日

、

11
月
１
日

・
７
日

午
前
11
時

か
ら
45
分
程
度


子
育
て
ミ
ニ
講
座
「
ね
え
、
パ

パ
絵
本
よ
ん
で
よ
！
」

パ
パ
向
け
の
も
の
を
中
心
に
、

絵
本
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時
＝
10
月
18
日

午
前
10
時
30

分
か
ら

※
講
座
後
に
絵
本
や
育

児
書
の
貸
し
出
し
を
し
ま
す
。
図

書
貸
出
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
（
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
人

は
、
免
許
証
な
ど
住
所
が
確
認
で

き
る
も
の
を
持
参
）。


わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
会

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
わ
い

わ
い
ル
ー
ム
（
ち
び
っ
こ
広
場
内
）

で
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
10
月
20
日

・
27
日

・

31
日

、
11
月
８
日

午
前
11
時

か
ら

対
象
＝
１
歳
未
満
の
乳
児

と
そ
の
保
護
者

持
ち
物
＝
わ
い

わ
い
お
し
ゃ
べ
り
会
の
パ
ス
ポ
ー

ト
（
初
め
て
の
人
は
当
日
お
渡
し

し
ま
す
）


子
育
て
相
談

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
、

子
ど
も
と
の
接
し
方
な
ど
に
つ
い

て
、
相
談
員
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分

※
４
カ
月
未
満
児
の
計
測
は

定
員
15
人
（
先
着
）。
10
月
30
日


～
11
月
８
日

に
要
予
約


フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
催
し

①
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
養
成
講
習
会

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場
＝
栃
尾
文
化
セ
ン
タ
ー

対

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
催
し


39
・
２
７
６
３

ながおか市民センター
10月で開館５周年！

■ながおか市民センター５周年のあゆみ写真展

平成13年10月のオープンから５年。市民の

みなさんの意見や提

案をもとに、より愛

される施設を目指し

て歩んできた５年間

を写真で紹介します。

期間＝９月30日～

10月15日 会場＝

まちの情報コーナー

■市民活動まつり

市民活動センター登録団体と市内ＮＰＯ法

人の活動内容を紹介します。

期間＝11月１日～８日 会場＝まちの情

報コーナー、地下イベント広場

問市民センター事務室36・2763

9


11/2


26


19


10/12


期
日

妊
婦
の
健
康
、

生
後
４
カ
月
未

満
児
の
計
測

子
ど
も
の
発
達

や
家
庭
内
の
困

り
ご
と

保
育
園
入
園

乳
幼
児
の
食
事

子
ど
も
の
発
達

や
家
庭
内
の
困

り
ご
と

内

容

助
産
師

家
庭
児
童
相
談

員 保
育
士

栄
養
士

家
庭
児
童
相
談

員

担

当

世界の仲間と運動会＆交流バーベキュー
外国籍の市民と一緒に汗をかきませんか。交流バーベキューもあります。

日時＝10月22日①運動会…午前９時30分～午後０時30分②バーベキュー
…午後１時30分～３時ころ 会場＝①宮内小学校グラウンド（雨天時は体
育館）②今宮公園（今井３） 参加料＝500円 申10月15日までに市民セ
ンター１階地球広場にある参加申込書に記入

問国際交流センター地球広場39・2714

▲平成16年10月15日
利用者100万人達成
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象
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
仕
事
や
子
ど
も
の
保

育
に
興
味
が
あ
る
人

定
員
＝
50

人
（
先
着
）

②
乳
幼
児
の
た
め
の
救
急
法
研
修

会
・
３
時
間
コ
ー
ス

会
員
以
外
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

修
了
し
た
人
に
は
「
普
通
救
命
講

習
修
了
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

日
時
＝
10
月
21
日

午
前
９
時
30

分
～
午
後
０
時
30
分

会
場
＝
健

康
セ
ン
タ
ー

定
員
＝
30
人
（
先

着
）

◇

◇

申
①
10
月
20
日

ま
で
②
10
月
11

日

～
19
日

に
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
務
局


39
・
２
８
６
０
へ
（
保
育
な
し
）

③
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ひ
ろ
ば
」

会
員
同
士
の
し
ゃ
べ
り
場
で
す
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る
人
は

ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
。
直
接
会
場

へ
（
わ
い
わ
い
ル
ー
ム
）。

日
時
＝
11
月
５
日

午
前
11
時
か

ら消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
３
階
）


32
・
０
０
２
２


家
庭
用
は
か
り
な
ど
の
無
料
検

査直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
10
月
19
日

午
前
10
時
～

午
後
３
時
30
分

会
場
＝
３
０
２

会
議
室

検
査
対
象
＝
家
庭
用
は

か
り
（
体
重
計
、
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ

ー
ル
）、
家
庭
・
医
療
機
関
な
ど
の

体
温
計
、
血
圧
計
（
検
査
で
き
な

い
も
の
も
あ
り
ま
す
）


く
ら
し
の
講
座
（
無
料
）
～
健

康
食
品
の
正
し
い
と
り
方
～
サ

プ
リ
メ
ン
ト
と
保
健
機
能
食
品

日
時
＝
10
月
30
日

午
後
１
時
30

分
～
３
時

会
場
＝
２
０
２
会
議

室

講
師
＝
国
立
健
康
・
栄
養
研

究
所
・
石
見
佳
子
さ
ん

定
員
＝

30
人
（
先
着
）

申
電
話
で

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

ウ
ィ
ル
な
が
お
か
（
２
階
）


39
・
２
７
４
６


39
・
２
７
４
７


20
th
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
フ
ォ
ー

ラ
ム
「
女
性
も
男
性
も
と
も
に

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
長

岡
の
実
現
を
め
ざ
し
て
」

11
月
は
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
フ
ォ

ー
ラ
ム
月
間
で
す
。
①
～
③
は
直

接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

①
楽
し
ん
で
作
り
ま
し
た
！

ア
イ
デ
ア
布
小
物

【
展
示
】
期
間
＝
10
月
28
日

・

29
日


会
場
＝
２
階
ロ
ビ
ー

【
販
売
】
日
時
＝
11
月
５
日

午

前
10
時
30
分
～
正
午

会
場
＝
厚

生
会
館
中
ホ
ー
ル

②
「
老
後
を
託
す
高
齢
者
施
設
」

に
な
に
を
望
む
？

【
展
示
】
期
間
＝
10
月
28
日

～

11
月
30
日


会
場
＝
ウ
ィ
ル
な

が
お
か

【
座
談
会
】
日
時
＝
10
月
28
日


午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場
＝

ウ
ィ
ル
な
が
お
か

◇

◇

問
長
岡
老
い
を
考
え
る
会
・
平
石

さ
ん

・

33
・
３
５
７
９

③
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
＆
相
談

日
時
＝
11
月
11
日

午
前
10
時
～

正
午

会
場
＝
２
０
１
会
議
室

問
四
つ
葉
会
・
谷
崎
さ
ん

・

24

・
７
９
３
７

④
学
習
障
害
・
広
汎
性
発
達
障
害

・
大
人
の
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
な
ど

に
つ
い
て

日
時
＝
11
月
11
日

午
後
２
時
～

４
時

会
場
＝
ウ
ィ
ル
な
が
お
か

講
師
＝
黒
川
病
院
医
師
・
稲
月
ま

ど
か
さ
ん

定
員
＝
50
人
（
先

着
）

問
・
申
11
月
９
日

ま
で

に
特
定
非
営
利
活
動
法
人
女
の
ス

ペ
ー
ス
・
な
が
お
か

・

38
・

０
４
５
６
へ


市
民
企
画
講
座
「
Ｄ
Ｖ
の
加
害
者

・
被
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
に
」

Ｄ
Ｖ
や
セ
ク
ハ
ラ
、
虐
待
が
起

き
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
10
月
29
日

午
後
１
時
30

分
～
３
時

会
場
＝
市
立
劇
場
大

会
議
室

講
師
＝
原
宿
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
所
長
・
信
田
さ

よ
子
さ
ん

参
加
料
＝
３
０
０
円

（
資
料
代
）

定
員
＝
90
人
（
先

着
）

申
10
月
25
日

ま
で

9


11/7


10/27


期
日

子
ど
も
の
事
故
と
防
止
対
策
、
心

の
発
達
と
そ
の
課
題

ほ
乳
と
食
事
、
子
ど
も
の
身
体
の

発
育
と
病
気

セ
ン
タ
ー
事
業
の
あ
ら
ま
し
と
活

動
内
容
、
保
育
の
心

内

容

文人画家松岡譲作品展示中
夏目漱石の女婿、文人画家としても名高い松岡譲の画技をご覧くださ

い。開館時間＝午前９時～午後５時（月曜日休館。ただし月曜日が祝日
の場合は翌日休館）入館料＝大人300円、高校生200円、小・中学生150円

問郷土史料館35・0185
中央図書館所蔵資料展

近代の長岡がはぐくんだ
先人たち
明治から昭和にかけてさまざまな分

野で活躍した先人たちの書画などを、

所蔵資料を中心に展示

します。

日時＝10月21日～11

月５日午前10時～午

後６時（10月23日・

30日は休館。31日

は午後５時30分まで）

会場＝中央図書館２階

美術センター 入場料

＝無料

記念講演会「長岡市立中央図書館所

蔵資料にみる近代長岡人のこころ」

日時＝10月21日午前10時30分から

会場＝中央図書館講堂 定員＝190人

（先着） 入場料＝無料 講師＝郷土

史研究家・稲川明雄さん 申10月10日

から電話、ファクスまたは市内図書

館窓口で

問中央図書館32・0658 32・0664

▲互尊文庫を寄
付した野本恭八
郎の肖像画 高
村真夫／画

10月は無休で開園します。

開園時間＝午前９時30分～午後５時

入園料＝大人400円、小人80円 駐車料

＝普通車310円、二輪車100円

※10月１日・15日は入園料無料で

す（駐車料は有料）。

■コスモスまつり
秋風に揺れる24品種約55万本のコス

モスが園内を彩ります。

期間＝10月９日まで

■秋のばらまつり
秋風が美しい香りを運びます。“ばら

香る丘”で優雅なひとときを過ごして

みませんか。

期間＝10月７日～11月５日

■中越大震災２周年メモリアル展
地震の被災状況や復興状況写真、原

田泰治、片桐恒平、田中トシオ各氏の

山古志などをテーマにした絵画、写真

作品を展示します。

期間＝10月７日～29日

国営越後丘陵公園
問越後公園管理センター

47・8001




花
の
広
場
で
花
植
え
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
10
月
14
日

午
後
１
時
30

分
～
２
時
30
分

会
場
＝
千
秋
が

原
ふ
る
さ
と
の
森
花
の
広
場

持

ち
物
＝
移
植

ご
て

問
当

日
は
千
秋
が

原
ふ
る
さ
と

の
森
ア
ト
リ

ウ
ム

29
・

５
７
５
７


花
と
緑
の
教
室
コ
ケ
玉
づ
く
り

の
楽
し
み
方

日
時
＝
11
月
11
日

午
前
10
時
～

11
時
30
分

会
場
＝
千
秋
が
原
ふ

る
さ
と
の
森
ア
ト
リ
ウ
ム
２
階

講
師
＝
小
林
正
夫
緑
花
推
進
指
導

員

参
加
料
＝
１
、０
０
０
円
（
材

料
費
）

持
ち
物
＝
ピ
ン
セ
ッ
ト
、

は
さ
み

定
員
＝
25
人
（
先
着
）

申
10
月
11
日

～
11
月
２
日



み
そ
づ
く
り
体
験

コ
ー
ス
と
期
間
＝
Ａ
コ
ー
ス
…
11

月
10
日

～
12
日

、
Ｂ
コ
ー
ス

…
11
月
14
日

～
16
日

、
Ｃ
コ

ー
ス
…
11
月
24
日

～
26
日

、

Ｄ
コ
ー
ス
…
11
月
28
日

～
30
日



時
間
＝
各
コ
ー
ス
と
も
１
日

目
と
３
日
目
…
午
前
９
時
～
正
午
、

２
日
目
…
午
前
ま
た
は
午
後
の
１

時
間
程
度

定
員
＝
大
豆
使
用
量

１
２
０
㎏
ま
で
抽
選
に
よ
り
人
数

を
決
定

参
加
料
＝
大
豆
５
㎏
…

３
、０
０
０
円
、
大
豆
10
㎏
…
６
、

０
０
０
円


そ
ば
ま
ん
じ
ゅ
う
講
座

日
時
＝
10
月
25
日

午
前
10
時
～

正
午

参
加
料
＝
３
０
０
円

定

員
＝
20
人
（
抽
選
）

◇

◇

申


と
も
10
月
15
日

（
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
の

往
信
の
裏
に
希
望
の
講
座
名
（


は
希
望
コ
ー
ス
、
希
望
大
豆
量
［
５

㎏
、
10
㎏
の
別
］
も
）、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
、
返
信
の
表
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入

し
、
〒
９
４
０
―
０
８
２
１
栖
吉

町
３
６
７
０
ふ
る
さ
と
体
験
農
業

セ
ン
タ
ー
へ

●
室
内
水
泳
記
録
大
会

日
時
＝
11
月
12
日

午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時

会
場
＝
室
内
温

水
プ
ー
ル

対
象
＝
県
内
の
小
・

中
・
高
校
生

参
加
料
＝
１
人
３

０
０
円

申
10
月
13
日

ま
で
に

各
学
校
、
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
ご

と
に
申
込
用
紙
に
記
入
し
参
加
料

を
添
え
て
文
化
セ
ン
タ
ー
へ

※
温
水
プ
ー
ル
は
11
月
12
日

、

大
会
の
た
め
一
般
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
「
な
ぜ
な

ぜ
地
球
」（
約
44
分
）
を
投
映
し
て

い
ま
す
。
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公
園
緑
地
課


39
・
２
２
３
０

ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー


34
・
５
３
６
０

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー


34
・
１
３
０
５

チ
ケ
ッ
ト
は
、
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
、
市
立
劇
場
と
市
内
各
プ
レ
イ

ガ
イ
ド
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
と
市
立
劇
場
で

は
郵
送
に
よ
る
販
売
も
行
い
ま
す
。


市
民
企
画
公
募
型
事
業

宮
川
彬
良
＆
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・

ベ
ガ「
君
に
と
ど
く
音
楽
の
手
紙
」

日
時
＝
10
月
12
日

午
後
７
時
か

ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

料
金
＝
全

席
自
由

一
般
３
、０
０
０
円
、
高

校
生
以
下
１
、５
０
０
円


ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
と
の
意
見
交

換
会
を
開
催
し
ま
す

財
団
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
の
演
劇

評
論
家
・
衛
紀
生
さ
ん
、
指
揮
者

・
船
橋
洋
介
さ
ん
と
の
意
見
交
換

会
で
す
。

日
時
＝
10
月
22
日

午
前
10
時
～

11
時
30
分

会
場
＝
市
民
セ
ン
タ

ー
２
０
２
・
２
０
３
会
議
室

定

員
＝
60
人
（
先
着
）

申
10
月
５

日

か
ら
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
、
氏
名
、
連
絡
先
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。


長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
開
館

10
周
年
記
念
事
業

①
開
館
記
念
日
特
別
公
演

中
村

紘
子
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
11
月
１
日

午
後
７
時
か

ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

料
金
＝
全

席
指
定
４
、０
０
０
円

②
リ
リ
ッ
ク
楽
器
シ
リ
ー
ズ
vol
５

上
松
美
香
ア
ル
パ
・
コ
ン
サ
ー

トA
utum

nC
oncert

２
０
０
６

日
時
＝
11
月
２
日

午
後
７
時
か

ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

料
金
＝
全

席
指
定
２
、０
０
０
円

③
リ
リ
ッ
ク

響
き

シ
リ
ー
ズ

三
善
晃
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

響
き

合
う
ピ
ア
ノ
～
全
国
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
饗
宴
～

日
時
＝
11
月
４
日

・
５
日

午

後
２
時
か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

料
金
＝
無
料
（
要
入
場
整
理
券
）

④
リ
リ
ッ
ク

響
き

シ
リ
ー
ズ

中
澤
桂
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

響
き

合
う
歌
声
～
日
本
歌
曲
の
饗
宴
～

日
時
＝
11
月
12
日


第
１
部
…

午
後
０
時
30
分
か
ら
、
第
２
部
…

午
後
４
時
か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

特
別
出
演
＝
中
澤
桂

料
金
＝
無

料
（
要
入
場
整
理
券
）

⑤
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
コ
ー
ラ
ス
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
者
募
集

日
時
＝
12
月
３
日

午
後
１
時
か

ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

参
加
資
格

＝
小
学
生
以
上
（
３
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ
）

参
加
費
＝
出
演
者
１

人
２
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

出
演
時
間
＝
８
分

申
10
月
20
日


ま
で
に
所
定
の
申
込
書
で
リ
リ

ッ
ク
ホ
ー
ル
へ


長
岡
市
制
１
０
０
周
年
・
合
併

記
念
事
業
フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ベ
ン

ト
出
演
者
募
集

平
成
19
年
３
月
24
日

に
開
催

す
る
、
長
岡
市
制
１
０
０
周
年
・

合
併
記
念
事
業
フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
す
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

と
合
唱
団
員
を
募
集
し
ま
す
。
募

集
期
間
は
10
月
15
日

～
11
月
30

日

で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
】

曲
目
＝
シ
ベ
リ
ウ
ス
／
交
響
詩

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
」
作
品
26

ほ
か

練
習
日
程
＝
12
月
か
ら
10

回
程
度

練
習
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
、
市
立
劇
場

対
象
＝
小

学
５
年
生
以
上
（
経
験
者
に
限
る
）

【
合
唱
】

曲
目
＝
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
／
ア
イ
ー
ダ

よ
り
「
大
行
進
曲
」
ほ
か

練
習

日
程
＝
12
月
か
ら
10
回
程
度

練

習
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
、
市

立
劇
場

対
象
＝
高
校
生
以
上


ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ

ー
ト

日
時
＝
11
月
26
日

午
後
２
時
か

ら

会
場
＝
中
之
島
文
化
セ
ン
タ

ー
・
ホ
ワ
イ
エ

料
金
＝
全
席
自

由
１
、０
０
０
円
（
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
と
中
之
島
文
化
セ
ン
タ
ー
で
販

売
）

定
員
＝
１
０
０
人

出
演

＝
砂
田
和
道
（
オ
ー
ボ
エ
）
ほ
か


長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
ガ
イ
ド


29
・
７
７
１
５


29
・
７
７
２
２

282,856人
（－33）

138,307人
（－35）

144,549人
（＋2）

96,250世帯
（＋113）

人口と世帯数 住民基本台帳登録数18.9.1（前月比）

９月号でお知らせした平成18年８月１日現在の人口総数を、282,889人・前
月比＋60に、女性の前月比を＋38に訂正いたします。

●
体
力
テ
ス
ト
参
加
者
募
集

（
無
料
）

体
力
年
齢
を
知
り
、
健
康
づ
く

り
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
①
10
月
21
日

午
後
６
時

～
７
時
30
分
②
10
月
23
日

午
後

７
時
30
分
～
９
時

会
場
＝
①
み

し
ま
体
育
館
②
市
民
体
育
館

対

象
＝
20
歳
以
上

内
容
＝
握
力
、

上
体
起
こ
し
、
反
復
横
と
び
な
ど

持
ち
物
＝
運
動
で
き
る
服
装
、
内

履
き
、
筆
記
用
具
、
飲
み
物

定

員
＝
各
50
人
（
先
着
）

申
10
月

16
日

ま
で

●
ふ
れ
愛
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い

誰
も
が
楽
し
め
る
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
と
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
（
陸

上
版
の
カ
ー
リ
ン
グ
）
を
通
し
て
、

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
み

ん
な
で
楽
し
く
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
す
る

と
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
資
格
取
得
の
た
め

の
単
位
が
取
得
で
き
ま
す
。

日
時
＝
11
月
４
日

午
後
１
時
30

分
～
４
時

会
場
＝
み
し
ま
体
育

館

申
10
月
20
日

ま
で
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ス
ポ
ー
ツ
振
興
課


32
・
６
１
１
７

福
祉
相
談
課


39
・
２
２
１
８


32
・
０
１
６
０

■新潟県女子駅伝競走大会を応援しましょう
日時＝10月29日午前11時30分スタート コース＝市

営陸上競技場前～大手大橋～大手通り～中央図書館前

～栖吉町（折り返し）～市営陸上競技場 問新潟県女

子駅伝競走大会事務局・佐藤さん33・5508

■悠久スイミングクラブ
日時＝10月15日～平成19年３月18日の月３回日曜日午

後１時～３時（初回のみ正午から、以降レベルに応じ

て開始時間が違います） 会場＝青少年文化センター

対象＝小学１～６年生 参加料＝６カ月で10,000円

定員＝70人 申10月14日正午から青少年文化センタ

ーで（多数の場合午後０時15分から抽選） 問長岡市

水泳協会事務局（スポーツ吉岡内）33・3442

■初心者アーチェリー教室
日時＝11月７日～28日の毎週火曜日午後７時45分～９

時15分 会場＝南部体育館グリーンフロア 参加料＝

2,500円（初回に） 申長岡市体育協会へ

■秋季市民卓球大会
期日＝11月５日 会場＝市民体育館 種目＝男子…

一般、高校生、中学２年生、中学１年生の部、女子…

一般・高校生、中学２年生、中学１年生の部、混合…

小学５年生以上、小学４年生以下の部 参加料＝一般

700円、高校生500円、小・中学生350円（当日に） 申

10月20日までに、中学生の部は東中学校Ｅメールj01

bukatsu＠kome100.ne.jpへ。その他の部は各体育館に

ある用紙で長岡市体育協会34・2808へ

■市民体育祭
①ハンドボール大会

日時＝10月21日午前９時から 会場＝北部体育館

参加料＝１チーム2,000円（当日に） 申10月16日ま

でに中越高校・笠原さん24・0203、24・0205へ

②柔道大会

日時＝11月19日午前９時から 会場＝市民体育館

種目＝①個人戦…小学１・２年生の部、３～６年生の

各部、中学生以上は階級別（一般の部は無差別）②団

体戦…中学生・高校生 参加料＝無料 申10月23日

までに各体育館にある用紙に記入し、〒940―0092昭和

１の５の12丸山貴裕さんへ郵送

■オータムジュニアテニス大会
期日＝11月11日・12日（雨天中止） 会場＝希望

が丘テニス場 種目＝11日…高校２年生以下男子シン

グルス、12日…高校２年生以下女子シングルス 参加

資格＝市内に在住、通学および長岡市テニス協会加盟

の生徒・児童 参加料＝１人1,500円（当日に） 申10

月27日までに希望が丘テニス場にある所定の用紙で
問長岡市テニス協会・石原さん29・1489

■初心者スポーツチャンバラ教室
日時＝10月15日～11月12日の毎週

日曜日午後４時～６時 会場＝日

越小学校体育館 参加料＝3,000円

（保険料込み） 申10月13日ま

でに長岡市体育協会へ 問長岡

市スポーツチャンバラ協会・片岡

さん53・6451

■盛年バドミントン親善大会
日時＝11月17日午後６時30分から 会場＝市民体育

館 種目＝①ペア…45歳以上の男女混合で合計年齢95

歳以上②個人…男子50歳以上、女子45歳以上 参加料

＝ペア１組4,000円、個人2,000円 申10月21日まで

に参加料を添えて〒940―0027西蔵王２の２の３笠原秀

夫さん33・6297へ郵送

■ちびっこテニス教室・クラブ
期日＝11月10日～平成19年３月16日の金曜日（計15回）

時間＝教室…午後４時50分～６時10分、クラブ…午後

５時～６時30分 会場＝南部体育館（教室…グリーン

フロア、クラブ…アリーナ） 対象＝教室…年長～小

学２年生の未経験者、クラブ…小学生の経験者 持ち

物＝教室…ラケット（貸し出しあり）・外履き運動靴、

クラブ…ラケット・内履きの運動靴 参加料＝8,000円

（初回に） 定員＝教室…30人程度、クラブ…25人程

度（多数の場合は抽選。10月27日ころ結果発送）
申10月24日必着で、往復はがきに住所、氏名、学年、

電話番号、返信あて名を記入し、〒940―1106宮内４の

６の36長岡市テニス協会事務局・石原法男さんへ

長岡市体育協会（市民体育館内）34・2130と加盟団体の催し

地域ＩＣＴ未来フェスタ情報化講演会「情報社会の光と影」受講者募集（無料）

10月28日から行われる「地域ＩＣＴ未来フェスタ2006inにいがた」長岡サテライト会場イベントの一環として、
講演会を開催します。受講者にはもれなくＵＳＢ携帯電話充電器をプレゼントします。
日時＝10月29日午後１時30分～午後３時 会場＝市民センター２階201会議室 講師＝長岡技術科学大学教授・淺
井達雄さん 申10月20日までにホームページの申込フォームまたは電話で 定員＝36人（多数の場合抽選）
※他のイベントについては、ホームページや、市民センター、各図書館などに設置してあるチラシをご覧ください。

問情報政策課39・2205 http://www.e-netcity.jp/ict



●
足
腰
健
康
相
談
室
（
無
料
）

肩
や
腰
の
痛
み
を
和
ら
げ
る
た

め
の
運
動
や
認
知
症
予
防
の
軽
体

操
な
ど
、
理
学
療
法
士
や
保
健
師

な
ど
が
個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。

時
間
＝
各
回
と
も
午
後
１
時
15
分

～
３
時

定
員
＝
各
３
人（
先
着
）

申
各
相
談
日
の
２
日
前
ま
で

●
あ
な
た
の
健
康
相
談
室（
無
料
）

健
診
結
果
に
つ
い
て
の
相
談
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
・
改
善
す
る

食
事
な
ど
、
管
理
栄
養
士
や
保
健

師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
＝
10
月
18
日

、
11
月
８
日


午
後
１
時
15
分
～
３
時

会
場

＝
健
康
セ
ン
タ
ー

定
員
＝
各
回

４
人
（
先
着
）

申
各
相
談
日
の

２
日
前
ま
で

●
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪

の
多
い
人
が
対
象
で
す
。

日
時
＝
11
月
20
日

午
前
９
時
30

分
～
午
後
２
時
30
分

会
場
＝
健

康
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
保
健
師
・

栄
養
士
の
話
、
調
理
実
習
、
運
動

実
技
な
ど

持
ち
物
＝
健
康
診
査

の
結
果
、
エ
プ
ロ
ン
、
健
康
手
帳

（
お
持
ち
の
人
）、
運
動
し
や
す
い

服
装

参
加
料
＝
５
０
０
円
（
調

理
実
習
費
）

定
員
＝
40
人
（
先

着
）

申
11
月
13
日

ま
で

●
パ
パ
マ
マ
サ
ー
ク
ル
（
無
料
）

妊
娠
や
出
産
を
学
ん
だ
り
相
談

し
た
り
す
る
場
と
し
て
、
ま
た
夫

婦
で
出
産
や
育
児
を
考
え
る
場
と

し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
11
月
13
日

午
後
１
時
45

分
～
３
時
45
分

会
場
＝
健
康
セ

ン
タ
ー

対
象
＝
妊
婦
と
そ
の
夫

内
容
＝
沐
浴
実
習
、
助
産
師
・
保

健
師
か
ら
の
情
報
提
供

持
ち
物

＝
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、

沐
浴
実
習
用
タ
オ
ル
、
ビ
ニ
ー
ル

袋

定
員
＝
35
組
（
先
着
）

申

10
月
13
日

か
ら

●
糖
尿
病
教
室

糖
尿
病
と
上
手
に
付
き
合
う
方

法
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
11
月
30
日

、
12
月
８
日


・
18
日

、
２
月
６
日

午
前

９
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分
（
計

４
回
）

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
糖
尿
病
ま
た
は
境
界
型
糖

尿
病
と
診
断
さ
れ
た
人
と
そ
の
家

族

内
容
＝
医
師
の
講
義
、
保
健

師
と
栄
養
士
の
話
、
調
理
実
習
、

運
動
実
技
な
ど

持
ち
物
＝
エ
プ

ロ
ン
、
健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
人
）、

運
動
し
や
す
い
服
装

参
加
料
＝

１
、５
０
０
円
（
調
理
実
習
費
）

定
員
＝
40
人
（
先
着
）

申
11
月

22
日

ま
で

●
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
医
療

機
関
に
置
い
て
あ
る
「
接
種
上
の

注
意
事
項
」
を
確
認
し
、「
予
診
票
」

に
記
入
、
署
名
の
上
、
医
師
の
問

診
を
受
け
て
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
市
内
に
住
所
が
あ
り
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
①
65
歳

以
上
の
人
（
接
種
日
現
在
の
満
年

齢
）
②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
な
ど
に

重
い
病
気
（
そ
れ
ぞ
れ
１
級
）
が

あ
る
人
（
事
前
に
健
康
課
ま
た
は

各
支
所
保
健
福
祉
課
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
）

期
間
＝
10
月
２
日


～
平
成
19
年
３
月
31
日

（
流

行
時
期
や
接
種
の
効
果
な
ど
か
ら
、

で
き
る
だ
け
11
月
末
ま
で
に
接
種

し
て
く
だ
さ
い
）

場
所
＝
市
内

の
委
託
医
療
機
関
（
事
前
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
）

回
数
＝
１
人

１
回

料
金
＝
１
、０
５
０
円
（
医

療
機
関
で
支
払
い
。
生
活
保
護
世

帯
の
人
は
無
料
）

持
ち
物
＝
保

険
証
、
健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
人
）、

医
療
受
給
者
証

●
原
子
力
発
電
施
設
周
辺
地
域

企
業
立
地
支
援
給
付
金

事
業
所
を
新
設
や
増
設
し
た
企

業
を
支
援
し
ま
す
。

交
付
要
件
＝
次
の
す
べ
て
の
条
件

を
満
た
す
企
業
①
平
成
17
年
10
月

１
日
以
降
に
契
約
電
力
の
増
加
を

伴
う
事
業
所
の
新
設
ま
た
は
増
設

を
行
っ
た
②
平
成
17
年
10
月
１
日

か
ら
18
年
９
月
30
日
ま
で
に
常
用

雇
用
者
数
が
３
人
以
上
増
加
し
て

い
る

給
付
限
度
額
＝
平
成
18
年

４
月
～
９
月
の
支
払
済
み
電
気
料

金
額
、
契
約
電
力
な
ど
に
応
じ
て

交
付

申
11
月
２
日

ま
で
に
工

業
振
興
課

39
・
２
２
２
２
へ

●
ま
ち
の
美
化
に
ご
協
力
を
！

長
岡
地
域
で
「
秋
の
ク
リ
ー
ン

作
戦
」
を
実
施
し
ま
す

長
岡
地
域
で
は
、
毎
年
春
と
秋

に
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
実
施
期
間
は
10
月

20
日

～
11
月
19
日

で
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
道
路
や
公
園
、

側
溝
の
清
掃
を
行
う
な
ど
、
ま
ち

の
美
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
環
境
業
務
課

24
・
２
８
３
７
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介
護
予
防
推
進
室


39
・
２
２
６
８

健
康
課


32
・
５
０
０
０

25


10/11


期
日

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
け
さ
じ
ろ

健
康
セ
ン
タ
ー

会

場

日本海側初！

国の「天然ガス自動車（ＣＮＧ車）普及促
進モデル地域」に指定されました
長岡市はＣＮＧ車の普及促進のため８月30日、国から日

本海側初となるモデル地域の指定を受けました。
市は、運送事業者やガス事業者など25団体と今年７月に

結成した長岡市ＣＮＧ車普及促進協議会と連携し、平成20
年度末までにＣＮＧ車を新たに52台導入して、既存のもの
と合わせて計100台以上が市内を走るよう補助金の交付やガ
ススタンドの整備を進めます。
＜主な支援施策＞
①ＣＮＧ車を購入する場合にデ
ィーゼル車との差額を補助
市…差額の４分の１以内（一

部上限額あり）
国…差額の２分の１以内

②平成20年度末までにガススタ
ンドを増設

問環境政策課24・0528 ▲ＣＮＧごみ収集車。市内で
３台走っています

▲助産師や保健師が沐浴の
仕方を教えます

●
会
社
の
福
利
厚
生
を

お
手
伝
い
し
ま
す

中
小
企
業
が
単
独
で
は
で
き
な

い
福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
を
代
わ
っ

て
提
供
し
ま
す
。
入
会
を
希
望
、

検
討
す
る
会
社
へ
詳
し
い
説
明
に

伺
い
ま
す
。

内
容
＝
①
結
婚
、
勤
続
、
還
暦
な

ど
の
祝
い
金
の
支
給
②
健
康
診
断
、

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
費
補
助
③
全

国
の
宿
泊
施
設
や
レ
ジ
ャ
ー
施
設

の
割
り
引
き

対
象
＝
市
内
の
中

小
企
業
（
従
業
員
３
０
０
人
以
下
）

の
従
業
員
と
そ
の
事
業
主
（
事
業

所
単
位
で
）

会
費
＝
１
人
月
額

８
０
０
円

問

長
岡
市
勤
労
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
内
）

37
・
５
６

５
６
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w

w
w
.n
ak

k
y.jp

/

●
10
月
２
日

か
ら
八
方
台
へ
の

道
路
が
開
通
し
ま
す

震
災
で
不
通
と
な
っ
て
い
た
主

要
地
方
道
長
岡
栃
尾
巻
線
の
成
願

寺
町
か
ら
軽
井
沢
ま
で
の
間
、
４

㎞
の
災
害
復
旧
工
事
が
完
了
し
通

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

問
復
興
推
進
室

39
・
２
２
６
１
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急速な高齢化の進展による医療費の増大が見込まれています。安定した保険制度を維持し、誰もが安心して医療
を受けられる社会を目指す国の医療制度改革により、次のとおり引き上げられました。

■老人保健対象者および70歳以上の国保加入者の
「一部負担金の割合」

■出産育児一時金の支給額（10月１日出産分から）

１児につき 300,000円 350,000円

全国どこで出産しても利用できます！
「出産育児一時金の受領委任払制度」

出産費用を出産育児一時金の中から市が直接医療
機関に支払う「受領委任払制度」。市は10月１日から、
全国どの医療機関でも利用できるようにしました。
この制度により、35万円までの出産費用を事前に

用意する必要がありません。これまでは市と協定を
結んだ主に市内の医療機関に限られていました。詳
しい内容は国保医療課にお問い合わせください。

■高額療養（医療）費の自己負担限度額〔月額〕※市民税非課税世帯は変わりません

①老人保健対象者および70歳以上の国保加入者

②70歳未満の国保加入者

■療養病床（長期に療養が必要とされる入院）で70歳以上の人の「食費・居住費の自己負担額」〔月額〕

老人保健対象者・国民健康保険加入者のみなさんへ

10月1日から「医療費の自己負担額」などが変わりました

問国保医療課39・2220

区 分 外来＋入院（世帯単位）
外来（個人単位）

一定以上
所 得 者

40,200円
72,300円＋（医療費－361,500円）×１％

（４回目以降40,200円）

一般 12,000円 40,200円

外来＋入院（世帯単位）
外来（個人単位）

44,400円
80,100円＋（医療費－267,000円）×１％

（４回目以降44,400円）

12,000円 44,400円

区 分 負 担 額

上位所得者
…所得合計が600万円
（これまでは670万円）
を超える世帯

139,800円＋（医療費－466,000円）×１％
（４回目以降77,700円）

市民税課税世帯
72,300円＋（医療費－241,000円）×１％

（４回目以降40,200円）

負 担 額

150,000円＋（医療費－500,000円）×１％
（４回目以降83,400円）

80,100円＋（医療費－267,000円）×１％
（４回目以降44,400円）

区 分 食 費

一定以上所得者、一般 24,000円

市民税

非課税

世 帯

区分Ⅱ（所得あり） 20,000円

区分Ⅰ（所得なし） 10,000円

区分Ⅰ（老齢福祉年金受給者） 10,000円

食 費 居住費（新規）

42,000円

10,000円20,000円

12,000円

10,000円 0円

区 分 負担割合

一定以上所得者
…市民税の課税所得
が145万円以上の人
または、その人と同
一世帯の人

２割

負担割合

３割

●ＦＭながおか（76.4MHz）
①「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時50分ころからと午後５時30分ころから各７分間

②「市役所発！市民情報局」
毎週金曜日午前７時20分ころから10分間（再放送午後０時15分、６時45分）
※放送の翌週から市ホームページで配信

③「地球広場多言語放送ワールドカフェ」
在住外国人向け４カ国語放送 毎週水曜日午後６時30分から30分間
（英語、中国語、ポルトガル語、やさしい日本語）

●ＢＳＮラジオ（1062KHz）
「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時28分ころから90秒

●エヌ・シィ・ティ（ケーブルテレビ）
「長岡市発！情報宅配便」（15分間）※放送時間が変わります
毎月第１月曜日の午後６時15分から（再放送：翌日火曜日①
午前７時15分②午前９時15分③午前11時15分④午後０時15分、
翌週日曜日⑤午前11時45分⑥午後９時15分
※本放送の翌日から市ホームページで配信

市
政
広
報
番
組



●
手
話
・
要
約
筆
記
奉
仕
員
を

派
遣
し
て
い
ま
す
（
無
料
）

手
話
奉
仕
員
や
話
の
要
点
を
筆

談
で
伝
え
る
要
約
筆
記
奉
仕
員
が
、

聴
覚
な
ど
に
障
害
の
あ
る
人
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
お
手
伝
い

し
ま
す
。

対
象
者
＝
聴
覚
障
害
者
、
音
声
・

言
語
機
能
障
害
者

対
象
＝
市
内

の
社
会
参
加
活
動
（
会
議
、
集
会
、

病
院
で
の
受
診
な
ど
）
で
意
思
伝

達
の
必
要
の
あ
る
場
合
（
市
外
へ

の
派
遣
を
希
望
す
る
場
合
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
）

申
希
望
日
の
７

日
前
ま
で
に
福
祉
相
談
課
窓
口
ま

た
は

32
・
０
１
６
０
で

●
市
役
所
と
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、

手
話
通
訳
と
手
話
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す

①
市
役
所
本
庁
２
階
福
祉
相
談
課

…
月
～
金
曜
日
午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時
30
分
（
随
時
）

②
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階
障
害
者
プ

ラ
ザ
…
金
曜
日
午
後
３
時
30
分
～

６
時
30
分
（
随
時
）

問
福
祉
相
談
課

39
・
２
２
１
８
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障害者自立支援法が全面施行

10月1日から「福祉サービスの仕組み」が見直されました
従来の居宅サービス（ホームヘルプやショートステイなど）と施設サービス（更生施設や療養施設など）は、障

害の種類に関わらず新たに
①日常生活の介護を中心に援助する「介護給付」、②訓練や就労を援助する「訓練等給付」、③市の創意工夫により、
自立支援を行う「地域生活支援事業」
に見直されました（下表）。新サービスへは、おおむね５年間（平成24年３月末まで）で移行します。
これに伴う利用者負担は変わりません。

※地域生活支援事業は上記のほか、コミュニケーション支援、地域活動支援センター事業などがあります。
自立支援法の全面施行により、補装具（障害児・者の失われた身体機能に代わる、またはそれを補う用具）と日
常生活用具（障害児・者の日常生活における負担軽減と便宜を図るための用具）の支給内容と利用者負担も10月
１日から変更になりました。
現在サービスを受けている人で変更案内が届いていない人や新たにサービスを申請する人は、福祉相談課39・

2218へご相談ください。

新 サ ー ビ ス 内 容

介

護

給

付

居宅介護（ホームヘルプ） 自宅で入浴や排せつ、食事の介護などを行う

重度訪問介護
重度の肢体不自由者で常に介護を必要とする人に対し、自宅で入浴や排せつ、食事の介護、外
出時における移動支援などを総合的に行う

行動援護 自己判断能力が制限されている人が行動するとき、危険を回避するために必要な支援を行う

重度障害者等包括支援 介護の必要性がとても高い人に、居宅介護など複数のサービスを包括的に行う

児童デイサービス 障害児に、日常生活での基本的な動作の指導、集団生活への適応訓練などの援助を行う

短期入所（ショートステイ） 介護する人が病気の場合などに、短期間、施設に入所し入浴、排せつ、食事の介護などを行う

療養介護
医療と常時介護を必要とする人に、医療機関での機能訓練、療養上の管理、看護、介護および
日常生活の世話を行う

生活介護
常に介護を必要とする人に、昼間、入浴や排せつ、食事の介護などとともに、創作的活動また
は生産活動の機会を提供する

障害者支援施設での夜間ケア等
（施設入所支援）

施設に入所する人に、夜間や休日、入浴や排せつ、食事の介護などを行う

共同生活介護（ケアホーム） 夜間や休日、共同生活を行う住居で、入浴や排せつ、食事の介護などを行う

訓
練
等
給
付

自立訓練（機能訓練・生活訓練）
自立した日常生活または社会生活ができるように、一定期間、身体機能または生活能力の向上
のために必要な訓練を行う

就労移行支援
一般企業などへの就労を希望する人に、一定期間、必要な知識の習得や能力の向上のために訓
練を行う

就労継続支援
一般企業などでの就労が困難な人に、働く場を提供するとともに、知識の習得および能力の向
上のために訓練を行う

共同生活援助（グループホーム） 夜間や休日、共同生活を行う住居で相談や日常生活上の援助を行う

地
域
生
活

支
援
事
業

移動支援 視覚障害者や知的障害者などが円滑に外出できるように移動を支援する

日中一時支援 これまでの知的障害児・者の短期入所のうち宿泊を伴わないもの

経過的デイサービス これまでの障害者デイサービスを平成19年３月末まで継続するもの

▲市民センターでの手話
指導
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行政相談委員を紹介します

国や県、公庫、公団、事業団などの特殊法人の仕事に関する苦情、要望、意見について相談に応じ
ます（敬称略）。

問福祉総合相談室39・2255

人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

人KENあゆみちゃん 人KENまもる君

なお、人権問題は、新潟地方法務局長岡支局33・6901でも相談に応じます。

問生活課39・2206

地域 氏名 住 所 電話番号

長 岡

春日 浩三 千代栄町 32・5510

高橋 春彦 石内１ 34・2544

古田島光子 花園東１ 32・1229

畑 七起 西宮内１ 33・7315

穂苅 實 山田３ 35・4666

水嶋美保子 宮内２ 35・9256

安井 清治 摂田屋４ 35・8595

中之島
久保 朋惠 中之島 66・3602

蓮池ハナエ 大曲戸新田 66・7970

越 路

小林 宏 岩田 92・2823

佐藤眞知子 浦 92・2433

永井 朝雄 朝日 92・2272

三 島
山田 敏郎 鳥越 46・5512

原 シズ子 脇野町 42・4554

行政相談シン
ボルマーク

地域 氏 名 住所・電話番号 定例相談日 会 場 問い合わせ

長 岡

梶山 協三
摂田屋４の１の11
32・6766 毎月第１・３木曜日（祝日除く）

午後１時～４時
市役所本庁舎１階
13番窓口

市役所本庁１階
福祉総合相談室
39・2255田中 春美

上除町甲1616の24
46・4331

中之島 韮澤 基
中之島411の３
66・6456

年１回 10月５日
午前10時～午後３時

中之島農村環境改善
センター

中之島支所保健福祉課
61・2015

越 路 山﨑 正也
来迎寺3598
92・4053

毎月21日（土・日…翌月曜日、祝日…翌日）
午前９時～正午

越路支所１階101号室
越路支所地域振興課
92・5901

三 島 北原 功
瓜生1216
42・3297

毎月第１火曜日（祝日…第２火曜日）
午前９時～正午

みしま交流センター
２階会議室

三島支所地域振興課
42・2221

山古志 若槻 敬
古志虫亀1084
59・2384

随時 自宅
山古志支所長岡事務所
保健福祉課
46・1503

小 国 佐々木藤枝
小国町新町640の１
95・2064

９月と２月を除く毎月１回いずれかの火曜日、
午前10時～正午

老人憩いの家
「延命荘」

小国支所地域振興課
95・5905

和 島 早川 公男
島崎818
74・2819

10月18日午前10時～午後３時
12月20日午前９時～正午

高齢者コミュニティ
センターゆきわり荘

和島支所保健福祉課
74・3111

寺 泊 加藤 徹
寺泊湊町7320
75・2263

毎月第３月曜日
午後１時～３時

寺泊文化センター
「はまなす」

寺泊支所保健福祉課
75・3114

栃 尾 大橋 榮蔵
金町１の３の23
52・3794

毎月24日（土・日・祝日…変更）
午前９時～正午

栃尾支所第１別館
２階行政相談室

栃尾支所地域振興課
52・5815

与 板 井上 寅幸
与板町槇原591
72・3827

毎月10日（土・日…翌月曜日、祝日…翌日）
午後１時30分～４時

与板支所２階
男子厚生室

与板支所地域振興課
72・3100

地域 氏 名 住 所 電話番号

山古志 若槻三惠子 古志虫亀 47・6180

小 国
田中富志夫 小国町新町 95・2446

峰村 明 小国町上谷内新田 95・3720

和 島
遠藤てつ子 村田 74・2835

柳 繁雄 城之丘 74・2195

寺 泊

大塚 文雄 寺泊小川町 75・4675

山田 宏 寺泊下荒町 75・2231

渡邉 昭司 寺泊求草 0256・98・2363

栃 尾

稲田美穂子 栃尾表町 52・4087

葛綿 弘義 上塩 53・2414

橋本 英俊 栃尾原町２ 52・2412

星野 信行 栃堀 52・3758

与 板
小林 興一 与板町吉津 72・3737

牧野 文雄 与板町与板 72・2929

人権擁護委員を紹介します！
近隣間のいやがらせ、いじめ、親族間のもめごとなど人権問題でお困りの場合は、

次の人権擁護委員にお気軽にご相談ください（敬称略）。
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平成19年度 保育園児の入園案内
平成19年４月１日から新規に入園または転園を希望する児童の申し込みを受け付けます。

申込期間＝11月１日～21日（申込書は10月25日から各保育園で配布します）
申込場所＝入園を希望する保育園、児童福祉課（市役所本庁２階）および各支所保健福祉課
対 象＝保護者が就労や病気などのために家庭で保育できない乳幼児の入園を受け付けます。ただし、申し込み

多数の場合は、選考を行います。
保育時間＝各保育園によって異なります。延長保育料や土曜日の保育時間は各保育園にお問い合わせください。
給 食＝全保育園で実施します（副食のみの園もあります）。
継続入園＝平成18年度から引き続き入園を希望する児童の手続きについては、保育園を通じてご案内します。
定員は、平成18年４月１日現在です（平成19年度は変わる場合があります）。

地
域 公立保育園 所 在 地 電 話

定
員

（人）

入園
可能月齢

平日
開園時間

長

岡

南部保育園 千手294 323193 90

4カ月以上

7:15～19:00

北部保育園 東新町311 323598 110

けさじろ保育園 今朝白2928 320054 130

宮内保育園 宮栄3218 323707 120

中沢保育園 中沢219134 331045 80 11カ月以上

山本保育園 浦瀬町774 448051 60

4カ月以上

桂 保 育 園 桂町531 448307 45
7:30～19:00

栖吉保育園 栖吉町25851 321986 30

昭和保育園 昭和225 323989 90

7:15～19:00

上除保育園 上除町36381 462411 150

山通保育園 柿町6501 335432 80

三和保育園 三和21130 343272 90

富曽亀保育園 亀貝町4041 247480 90

川崎保育園 川崎32388 347123 150

中貫保育園 悠久町2127 322190 90

宮本保育園 宮本町1甲8 465340 80

黒条保育園 黒津町377 248703 180

日越保育園 高瀬町110 281768 90

六日市保育園 中潟町728 222057 45
7:30～19:00

十日町保育園 十日町1778 223170 45

新組保育園 福井町9741 243371 70
7:15～19:00

下川西保育園 花井町10814 291900 70

石坂保育園 村松町24673 220011 45 7:30～19:00

中

之

島

中之島保育園 中之島4301 662366 120

4カ月以上

7:30～18:30

上通保育園 大口2481 241210 120

みずほ保育園 中野西創1 614100 75

中条保育園 中之島中条丙16 665021 30 11カ月以上

信条保育園 信条東221
0256

972846
60 4カ月以上

越

路

来迎寺保育園 来迎寺3568 922254 70

4カ月以上 7:30～18:30

塚山保育園 塚野山8503 942006 40

こしじ保育園 浦4800 922221 130

岩塚保育園 飯塚2811 924430 80

白山保育園 来迎寺2061 924835 75

三
島

みしま南保育園 鳥越7181 464220 60 4カ月以上
7:30～18:30

みしま北保育園 三島上条2042 422670 95 1歳以上
山
古
志

竹沢保育園 古志竹沢甲431 592211 30 1歳以上 8:30～16:00

小
国

ひ ま わ り
保 育 園

小国町相野原
1391

952029 190 4カ月以上 7:30～18:30

和
島和島保育園 小島谷2846 743078 120 4カ月以上 7:30～18:30

寺

泊

竹森保育園
寺泊竹森1560
12

0256
973176

110 4カ月以上

7:30～18:30本山保育園 寺泊弁才天750 754110 45 1歳以上

白岩保育園 寺泊雨池6683 753737 90 4カ月以上

栃
尾

栃 尾 白 山
保 育 園

天下島1951 524019 90 4カ月以上 7:30～18:30

地
域 私立保育園 所 在 地 電 話

定
員

（人）

入園
可能月齢

平日
開園時間

長

岡

東部保育園 四郎丸3511 331096 90

産休明け

7:00～19:00

西部保育園 渡里町346 320027 60 7:30～19:30

長生保育園 西千手31163 323674 190
7:00～19:00

大島保育園 大島本町21028 271090 150

前川保育園 前島町211 231527 45
7:15～19:00

関原保育園 関原町21884 462174 150

東部第二保育園 土合524 333795 120
7:15～19:15

蔵王保育園 蔵王1815 336502 120 2カ月以上

岡南保育園 滝谷町17012 222683 90

産休明け

7:15～19:00

摂田屋保育園 摂田屋115243 368347 150 7:00～20:00

柏 保 育 園 寿215 245656 90 7:00～19:00

長峰保育園 才津西町21359 463463 120 7:15～19:00

宮内中央保育園 宮内31013 332018 150 7:10～19:10

あすなろ保育園 下柳277 281200 120 7:15～19:00

希望が丘保育園 希望が丘3122 280331 150 7:00～19:00

新保保育園 新保4614 244437 150 7:20～19:00

深沢保育園 深沢町20103 465480 60 7:15～19:00

恵和保育園 蓮潟町312 282768 240
7:00～19:00

東部どんぐり保育園 四郎丸2325 348088 45

太陽ゆうゆう保育園 青葉台581 460080 120 7:20～19:00

いなば保育園 稲葉町7931 212810 120 2カ月以上 7:15～19:15

三
島

み し ま
中央保育園

上岩井6826 423475 90 産休明け 7:00～19:00

寺
泊寺泊保育園 寺泊二ノ関2720 752246 60 1歳以上 7:30～18:30

栃

尾

芳香稚草園 新栄町3313 521768 75 56日 7:15～19:15

善昌寺保育園 栃尾原町227 523864 60

産休明け

7:30～19:00

双葉保育園 谷内2416 524402 120 7:00～19:00

東谷保育園 栃尾泉8561 522211 60
7:30～19:00

みどり保育園 下樫出6531 523239 90

上塩保育園 上塩1153 523833 20 7:30～18:00

与
板与板保育園 与板町与板452 723123 140 産休明け 7:15～19:00

地
域

へき地保育園
（公立）

所 在 地 電 話
定
員

（人）

入園
可能月齢

平日
開園時間

長

岡

王寺川保育園 寺宝町384 273717 45 2歳以上
（平成19年
4月1日現
在）

8:30～16:00福戸保育園 福戸町26061 271011 40

白樺保育園 大積町1甲10892 471099 50

寺

泊

野積保育園 寺泊野積2494 752540 55

3歳以上 8:30～16:00

ひかり保育園 寺泊夏戸38513 752586 30

山ノ脇保育園 寺泊町軽井2001
0256

983157
35

桐原保育園
寺泊五分一
27761

0256
983696

25

栃
尾中野俣保育園 西中野俣1052 582383 30 2歳以上 8:30～16:00

※休日保育を東部保育園、摂田屋保育園、希望が丘保育園で実施しています。他の保育園に入園している場合でも、
日曜日や祝日などに保育を希望するときは利用できます。

問児童福祉課39・2219

27 市政だより 2006.10

１．平成17年度人件費の状況（普通会計決算） （単位：人、千円、％）

住民基本台帳人口
（18.3.31現在）

歳出額
A

実質収支
人件費

B
人件費率
（B/A）

（参考）16年度の
人件費率

282,214 137,936,103 8,348,782 23,997,131 17.4 18.1

（注）人件費には、給料、職員手当（扶養手当、住居手当、通勤手当、時間外勤務手当、期末手当など）、
退職手当および共済費ならびに特別職に支給される給料、報酬等が含まれています。

２．平成18年度職員給与費の状況（普通会計当初予算）（単位：人、千円）

職員数
A

給 与 費 １人当たり
給与額（B/A）給 料 職員手当 期末・勤勉手当 計 B

2,519 10,172,182 2,675,413 4,123,067 16,970,662 6,737

（注）１．職員手当には、退職手当が含まれていません。
２．期末・勤勉手当とは、いわゆるボーナスに相当するものです。

３．職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況 （単位：円、歳）

区 分
一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

長 岡 市 339,862 422,143 42.10 340,498 363,096 48.2

新 潟 県 357,549 43.0 347,496 46.9

（注）平成17年４月１日現在における長岡市の一般行政職の給与水準は、国家公務員の水準を100とした
ラスパイレス指数でみると98.2となっており、1.8ポイント下回っています。また技能労務職のラス
パイレス指数は114.1となっています。

４．一般行政職の初任給の状況

区 分 大 学 卒
初 任 給

高 校 卒
初 任 給

長 岡 市 170,200円 138,400円

国
Ⅰ種 179,200円

138,400円
Ⅱ種 170,200円

新 潟 県 176,800円 142,800円

５．職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 （単位：円）

区 分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大 学 卒 270,037 328,525 378,081

高 校 卒 216,200 264,520 316,473

技能労務職 高 校 卒 該当者が1人またはいないため掲載なし

（注）経験年数とは、採用後の年数をいいます（卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合）。

６．一般行政職の級別職員数の状況 （単位：人、％）

区 分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計

標準的な
職務内容

主事補・主事
技師補・技師

主 事
技 師

主 任
主 査

係 長 課 長
補 佐

課 長 部 長
部次長

部 長 －

職 員 数 122 164 511 450 141 58 20 7 1,473

構 成 比 8.3 11.1 34.7 30.5 9.6 3.9 1.4 0.5 100

（注）１ 長岡市職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
２ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
３ 条例改正により平成18年４月１日から８級制になりました。

７．昇給期間短縮の状況 （単位：人、％）

区 分 合 計 一般行政職 技能労務職

17 年 度

職 員 数（４月１日現在）A 1,530 1,125 405

普通昇給期間（12～24月）を
短縮して昇給した職員数

B 37 37 －

比 率 （B／A） 2.4 3.3 0

16 年 度

職 員 数（４月１日現在）A 1,104 781 323

普通昇給期間（12～24月）を
短縮して昇給した職員数

B 71 58 13

比 率 （B／A） 6.4 7.4 4.0

長岡市職員の給与等について
平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
の
長
岡
市
職
員
の
給
与
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
人
事
課

39
・
２
２
０
１
、
行
政
管
理
課

39
・
２
２
０
８
へ
ど
う
ぞ
。

８．職員手当の状況

①毎月決まって支給する手当

区 分 内 容 国の制度
との異同 国の制度と異なる内容

扶 養
手 当

○配偶者 13,000円
○配偶者以外の扶養親族２人まで 各6,000円
○扶養親族でない配偶者を有する
職員の扶養親族１人目 6,500円
（配偶者のない職員は
扶養親族のうち１人のみ 11,000円）

○その他の扶養親族１人につき 5,000円
○満16歳の年度初めから満22歳の年度末まで
の子１人につき5,000円加算

同

住 居
手 当

○借家・借間
月額12,000円を超える家賃を支払っている
職員に対し、負担している家賃額に応じて最
高27,000円まで支給

○持家居住者（世帯主） 2,500円

異

○持家居住者（世帯主）
国 2,500円（新築・購入か

ら５年間のみ）

通 勤
手 当

○交通機関等利用者
負担している運賃の額に応じて最高55,000
円まで支給

○交通用具（自動車等）使用者
2,500～32,900円

異
○交通用具（自動車等）使用者

国 2,000～24,500円
長岡市 2,500～32,900円

特殊勤務

手 当

（17年度）

区 分 全 職 種

職員全体に占める手当支給職員の割合 20.5％

支給対象職員１人当たり平均支給年額 71,615円

手 当 の 種 類（ 手 当 数 ） 31

代表的な手当
の 名 称

支給額の多い手当
夜間消防手当 清掃作業手当
救急手当 枝肉処理手当
特別保育手当

多くの職員に支給
されている手当

夜間消防手当 災害活動手当
清掃作業手当 救急手当
災害現場手当

時 間 外

勤務手当

17 年 度
支 給 総 額 1,346,550千円

職員１人当たり支給年額 581千円

16 年 度
支 給 総 額 1,186,288千円

職員１人当たり支給年額 738千円

②勤務実績に応じて支給する手当

区 分 長 岡 市 国

期 末 ・

勤勉手当

（支給割合）

期末手当 勤勉手当

６ 月 期 1.40月分 0.71月分

12 月 期 1.60月分 0.71月分

計 3.00月分 1.42月分

職制上の段階、職務の

級等による加算措置 有

期末手当 勤勉手当

６ 月 期 1.40月分 0.71月分

12 月 期 1.60月分 0.71月分

計 3.00月分 1.42月分

職制上の段階、職務の

級等による加算措置 有

退職手当

（支給率）

自己都合 勧奨・定年

勤続20年 21.0 月分 27.3 月分

勤続25年 33.75月分 42.12月分

勤続35年 47.5 月分 59.28月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分

その他の

加算措置

定年前早期退職特例措置

（２～20％加算）

17年度1人当た

り平均支給額

（自己都合）（勧奨・定年）

2,500千円 24,061千円

自己都合 勧奨・定年

勤続20年 21.0 月分 27.3 月分

勤続25年 33.75月分 42.12月分

勤続35年 47.5 月分 59.28月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分

その他の

加算措置

定年前早期退職特例措置

（２～20％加算）

（注）勤勉手当の支給割合は、勤務成績が「良好」の場合です。

③その他の手当

９．特別職の給料・報酬等の状況
区 分 給 料 月 額 等 期 末 手 当

給 料

市 長 1,019,000 円

（支給割合）

６月期 1.60月分

12月期 1.75月分

計 3.35月分

助 役 827,000 円

収 入 役 725,000 円

復 興 管 理 監 600,000 円

常勤の監査委員 554,000 円

報 酬

議 長 610,000 円

副 議 長 549,000 円

議 員 512,000 円

10．職員数の状況（各年４月１日現在）

業務全般の見直しや、委託化、臨時職員の活用などにより職員数を削減します。
平成17年4月現在2,944人の職員数を計画的に削減し、平成22年4月1日時点で2,744人とし

ます（200人削減、削減率6.8％）。

①職員数の推移と計画値 （単位：人）

区 分
平成17年度
（基準年次）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

計 画 2,944 2,877 2,857 2,817 2,772 2,744

実
員

職員数 2,944 2,875

増 減 △69

長岡市における人事行政の運営状況の公表について
長岡市は、条例に基づき、職員の任用、給与、服務や勤務条件など人事行

政の前年度の運営状況を公表しています。10月31日から市役所本庁２階情
報公開コーナー、各支所地域振興課および市のホームページで閲覧できます。

②部門別職員数の状況 （単位：人）

区 分
職 員 数 対前年

増減数
主 な 増 減 理 由

平成17年度 平成18年度

一 般 行 政
部 門

議 会 12 13 1

市町村合併（平成18年1月1日）
に伴う増

総務・企画 254 332 78

税 務 91 119 28

生活・福祉 603 726 123

環 境 107 144 37

商 工 48 76 28

農林水産 60 93 33

土木・都市 219 259 40

小 計 1,394 1,762 368

特 別 行 政
部 門

教 育 384 462 78

消 防 262 326 64

小 計 646 788 142

公営企業等
会 計 部 門

病 院 0 5 5

水 道 131 166 35

下 水 道 54 62 8

そ の 他 81 92 11

小 計 266 325 59

合 計 2,306 2,875 569
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10月１日からパスポート手続きの窓口が

県から長岡市 に変わりました
■申請から交付までの日数＝10日間（休日除く）

※余裕を持って手続きしてください。

■申請窓口＝市役所本庁１階市民課、各支所市民生活

課、市民サービスセンター（市民センター内）

■受付時間＝平日午前９時～午後５時（市民サービス

センターは土・日・祝日も受け付けます）

■申請時に必要なもの＝戸籍謄本または抄本、官製は

がき１枚、顔写真（縦45mm、横35mm、下図参照）、本

人確認できるもの（運転免許証などの官公庁が発行

した顔写真付きの身分証明書など）

■受取時に必要なもの＝収入印紙および新潟県収入証

紙（手数料）、市から郵送された受取はがき

※市民サービスセンターは専用駐車場がありません。

パスポート用写真の規格

①本人のみが写っている

②提出日の前６カ月以内に撮影

③無帽で正面を向いている

④背景（影を含む）がない

⑤右図の各寸法を満たす

※顔の寸法は頭頂からあごまで

問長岡市パスポートセンター（市民課内）39・2295

◎臨時休業のお知らせ
10月21日は、ホストコンピュータの整備のため、

市民サービスセンターと青葉台コミュニティセンター

を臨時休業します。

問市民課39・2215

花いっぱいコンクール
最優秀賞決定！

平成８年から開催している花いっぱいコンクールに

今年は、昨年より30団体多い143団体が参加しました。

最優秀賞の団体は次のとおりです。

◎参加団体の作品を市民センターに展示します
期間＝【保育園・幼稚園、中学校以上の部】…11月７

日～17日、【小学校、地域・職場の部】…11月18日

～29日 時間＝平日…午前９時～午後９時（17日

は午後１時まで）、土・日・祝日…午前９時～午後６

時30分 会場＝市民センター１・２階ロビー

問公園緑地課39・2230

部 門 団 体 名

保育園・幼稚園 岡南保育園

小学校 桂小学校

中学校以上 山本中学校

地域・職場 関原地区花いっぱい運動協議会
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長岡地区交通安全大会
日時＝11月２日午後１時30分～３時30分 会場＝市立
劇場 内容＝交通安全教室、保育園児や県警音楽隊によ
るアトラクション

問生活課39・2206


最
優
秀
賞
の
桂
小
学
校
の
作
品
（
一
部
）

急患診療のお知らせ
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用ください。

休日急患診療所（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。
お問い合わせは休日急患診療所へ

中越こども急患センター（西千
手２の５の１健康センター内）

小国診療所（小国町楢沢88）

休日在宅当番医（見附・中之島地区）

受付時間はお問い合わせください。

夜間等の当番病院
①平日夜間当番病院
10・11月

②休日当番病院

※受診者数によっては待ち時間が長くなることがあります。

診療科目 受付時間

中越こども急患センター
94・4636 小児科 月～金（祝休日は除く）

午後６時45分～９時30分

診療科目 受付時間

小 国 診 療 所
95・2010 内科・歯科

第３日曜日のみ
午前８時30分～11時30分
午後３時～４時30分

10月１日・15日
11月３日 長岡赤十字病院28・3600

10月８日・22日
11月５日 長岡中央綜合病院35・3700

10月９日・29日 立 川 綜 合 病 院33・3111

期 日 内 科 外 科

10

月

１日 見附市立病院62・2800 見附市立病院62・2800

８日 霜 鳥 医 院62・0579 寺 師 医 院62・0137

９日 関 谷 医 院61・0205 わたなべ皮フ科62・7750

15日 石 川 医 院66・2140 石 澤 医 院62・2500

22日 林俊壱クリニック66・3000 貝 瀬 皮 膚 科66・8100

29日 村 上 医 院63・4600 見 附 南 医 院63・4477

11
月

３日 内 島 医 院66・2446 金 井 医 院62・0116

５日 見附市立病院62・2800 見附市立病院62・2800

月曜日・木曜日 長岡中央綜合病院35・3700

火曜日・金曜日 立 川 綜 合 病 院33・3111

水曜日・土曜日 長岡赤十字病院28・3600

診療科目 受付時間

休 日 急 患 診 療 所
35・8255
35・8266

内科（小児科）
・外科

午前９時～11時30分
午後１時～５時30分

休日急患歯科診療所
33・9644 歯科 午前９時～11時30分

午後１時～３時30分

「２００６ながおか
ノーマイカーデー」を

10月13日に実施します

第11回「米百俵賞」候補者募集

交通渋滞の緩和と環境保全のため、今年も
ノーマイカーデーを行います。当日は市内の
民間企業や公的機関などが参加して、一斉に
マイカー通勤を自粛します。
みなさんも公共交通機関などを利用し、ノ

ーマイカーデーに取り組みましょう。

◆地球にやさしい乗り物
バスなどの公共交通機関は、乗用車に比べ

輸送効率のよい乗り物です。排気ガスの削減
につながり、環境に与
える影響も少なくなり
ます。通勤時はもとよ
り、日ごろのお出かけ
の際にも利用しましょ
う。
問交通政策課39・22
67、環境政策課24・
0528

交通手段別排出CO2量
（１人１㎞の移動あたり）

長岡市米百俵財団は、郷土の先覚者・小
林虎三郎の遺徳をしのび、人材育成の大切さ
を表す「米百俵」の精神を継承し発展させる
ため、人材育成に著しい功績をあげた個人ま
たは団体を表彰します。
対象＝教育、文化、福祉、スポーツ、産業な

どの分野で独創的な活動により、人材の
育成に大きく貢献した個人または団体（自
薦・他薦は問いません）

選考と結果発表＝財団の設置する選考委員会
で受賞者を決定、来年３月に発表

表彰＝来年６月15日の「米百俵デー市民の集
い」で

賞＝表彰楯と副賞100万円
※市のホームページからも推薦できます。
申平成19年１月12日までに長岡市米百俵
財団事務局（庶務課内）39・2203へ

▲第10回米百俵賞受賞者の後藤文雄さん（米百俵
デー市民の集いの表彰式で）
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催

し

■
中
学
生
ロ
ボ
コ
ン
初
級
講
座

日
時
＝
10
月
～
12
月
の
第
２
・
４
日

曜
日
午
前
10
時
～
正
午
ま
た
は
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分
（
最
低
１
回

以
上
参
加
で
き
る
人
）

会
場
＝
黒

条
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

参
加

料
＝
無
料
（
工
具
持
参
）

定
員
＝

20
人
（
多
数
の
場
合
は
面
接
）

申

に
い
が
た
エ
ジ
ソ
ン
学
園
・
樺
沢
さ

ん

０
９
０
・
３
９
８
０
・
６
３
５
４

■
長
岡
造
形
大
学
公
開
講
座（
無
料
）

地
域
文
化
特
別
講
義
一
般
開
放

日
時
＝
10
月
12
日
～
11
月
９
日
の
毎

週
木
曜
日
午
後
４
時
20
分
～
５
時
50

分

講
師
＝
長
岡
技
術
科
学
大
学
特

任
教
授
・
平
山
征
夫
さ
ん
、
県
立
歴

史
博
物
館
長
・
小
林
達
雄
さ
ん
ほ
か

定
員
＝
70
人
（
先
着
）

申
往
復
は

が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話

番
号
、「
地
域
文
化
特
別
講
義
受
講
希

望
」
を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―
２
０

８
８
宮
関
町
１
９
７
長
岡
造
形
大
学

学
務
課
、
Ｅ
メ
ー
ルk

yom
u
@
n
aga

ok
a-id

.ac.jp

へ

会
場
・
問
長
岡
造

形
大
学

21
・
３
３
５
１

■
２
０
０
６
守
門
岳
縦
走
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
ス
タ
ッ
フ
が
同
行
し
ま
す
。

期
日
＝
10
月
15
日


集
合
＝
午
前

５
時
に
と
ち
お
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー

場

料
金
＝
３
、５
０
０
円
（
保
険
料

込
み
）、
前
泊
者
は
３
食
付
１
２
、０

０
０
円

定
員
＝
25
人
（
先
着
）

申
・
問
10
月
10
日

ま
で
に
ふ
る
さ

と
交
流
広
場
道
院
管
理
運
営
組
合


53
・
２
３
９
０
へ

■
長
岡
市
民
踊
発
表
交
歓
会（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
10
月
15
日

正
午
か
ら

会

場
＝
市
立
劇
場

問
運
営
委
員
会
・

鳥
羽
さ
ん

24
・
４
６
６
９

■
さ
と
い
も
・
さ
つ
ま
い
も

収
穫
体
験

日
時
＝
10
月
15
日

午
前
９
時
～
正

午
（
小
雨
決
行
。
雨
天
時
は
28
日


に
延
期
）

会
場
＝
ポ
マ
ト
倶
楽
部

ほ
場
（
国
道
８
号
「
高
頭
町
入
口
」

交
差
点
近
く
）

定
員
＝
50
人
（
先

着
）

料
金
＝
１
袋
５
０
０
円
で
詰

め
放
題

申
10
月
13
日

ま
で
に
長

岡
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
・
稲
田

さ
ん

38
・
２
５
５
６
へ

■
ブ
ナ
の
植
林
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
10
月
15
日

午
前
10
時
～
正

午

会
場
＝
平
中
野
俣
（
栃
尾
地
域

上
塩
地
区
）

集
合
＝
午
前
９
時
30

分
に
塩
谷
開
発
セ
ン
タ
ー
前

持
ち

物
＝
昼
食
（
き
の
こ
汁
あ
り
）

問

ぶ
な
の
楽
校
・
片
山
さ
ん

０
９
０

・
３
０
９
３
・
８
０
７
０

■
新
潟
県
手
話
ま
つ
り

県
内
の
手
話
サ
ー
ク
ル
と
聴
覚
障

害
者
団
体
が
、
手
話
に
よ
る
寸
劇
や

手
話
コ
ー
ラ
ス
な
ど
を
披
露
し
ま
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
10
月
15
日

午
前
10
時
～
午

後
３
時
30
分

会
場
＝
県
立
長
岡
ろ

う
学
校
体
育
館
（
水
道
町
２
）

問

手
話
サ
ー
ク
ル
連
絡
会
・
戸
井
さ
ん


46
・
６
８
３
３

■
津
軽
三
味
線
と
民
謡
の
原
田
英
昌

シ
ョ
ー
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
10
月
16
日

午
後
１
時
30
分

～
３
時

会
場
・
問
救
護
施
設
お
ぐ

に
荘

95
・
３
４
０
０

■
長
岡
明
徳
高
校

33
・
５
８
２
１

社
会
人
向
け
講
座

講
座
と
期
日
＝
①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

作
っ
て
み
よ
う
…
10
月
16
日
～
２
月

５
日
の
毎
週
月
曜
日
②
リ
コ
ー
ダ
ー

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
中
級
…
10
月
25
日
～

２
月
14
日
の
毎
週
水
曜
日
③
篆
刻

て
ん
こ
く

入

門
…
10
月
25
日
～
２
月
14
日
の
毎
週

水
曜
日

時
間
＝
い
ず
れ
も
午
後
１

時
30
分
～
３
時
15
分

対
象
＝
①
③

は
ど
な
た
で
も
②
楽
譜
が
読
め
る
人

定
員
＝
①
30
人
②
８
人
③
20
人
（
各

先
着
）

受
講
料
＝
①
③
５
、
０
０

０
円
②
１
、
６
８
０
円

持
ち
物
＝

②
リ
コ
ー
ダ
ー
（
ソ
プ
ラ
ノ
・
ア
ル

ト
の
両
方
）
③
書
道
用
具

問
市
民

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
あ
る
願
書
で
10
月

６
日

～
13
日

午
前
９
時
～
午
後

４
時
に
同
高
校
事
務
室
へ

■
秋
の
植
木
祭
り

日
時
＝
10
月
20
日

～
22
日

午
前

９
時
～
午
後
５
時
（
22
日
は
午
後
４

時
ま
で
）

場
所
＝
千
秋
が
原
ふ
る

さ
と
の
森

問
新
潟
県
植
木
商
組
合

・
橋
本
さ
ん

０
９
０
・
１
６
５
３

・
０
４
８
７

■
長
岡
技
術
科
学
大
学
公
開
講
座

日
時
＝
10
月
21
日

午
後
２
時
30
分

～
４
時

会
場
＝
中
央
公
民
館

内

容
＝
「
遺
伝
子
組
換
え
食
品
の
ど
こ

が
危
険
な
の
か
？
」

受
講
料
＝
テ

キ
ス
ト
代
２
０
０
円

申
10
月
17
日


ま
で
に
所
定
の
申
込
書
で
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
〒
９

４
０
―
２
１
８
８
上
富
岡
町
１
６
０

３
の
１
長
岡
技
術
科
学
大
学
産
学
連

携
課

47
・
９
２
７
８
、

47
・
９

０
４
０
、
Ｅ
メ
ー
ルk

en
k
yo@

jco
m
.n
ag

aok
au

t.ac.jp

へ

■
ブ
ル
ー
ノ
ー
ト
・
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト

「
リ
ク
エ
ス
ト
特
集
」

日
時
＝
10
月
21
日

午
後
６
時
30
分

か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

入
場
料
＝
１
、

０
０
０
円
（
当
日
２
０
０
円
増
、
中

学
生
以
下
無
料
）

ゲ
ス
ト
＝
林
文

夫
さ
ん
（
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
）
ほ
か

チ
ケ
ッ
ト
販
売
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
、

北
越
楽
器
ほ
か

問
同
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
・
吉
田
さ
ん

62
・
０
９
０
４

■
中
古
衣
料
品
即
売
会

家
庭
で
眠
っ
て
い
る
衣
料
品
（
下

着
類
除
く
）
を
格
安
で
販
売
し
ま
す
。

提
供
受
付
＝
10
月
26
日

・
27
日


午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
27
日
は
正

午
ま
で
）

販
売
＝
10
月
28
日

・

29
日

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会

場
＝
厚
生
会
館
中
ホ
ー
ル

問
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
内
消
費
者
協
会
長
岡

支
部

32
・
０
０
２
２

■
こ
こ
ろ
～
バ
リ
ト
ン
豊
島
雄
一
と

コ
ー
ラ
ス
の
絆
～

日
時
＝
10
月
22
日

午
後
２
時
か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル

入
場
料
＝
全
席
自
由

２
、０
０
０
円
（
チ
ケ
ッ
ト
は
リ
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル
で
販
売
）

出
演
＝
豊
島

雄
一
さ
ん
（
バ
リ
ト
ン
）、
蒲
谷
昌

子
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）、
名
由
実
・
カ

ピ
ー
ト
（
合
唱
団
）
ほ
か

問
後
援

会
事
務
局
・
小
国
さ
ん

34
・
５
３

５
０

■
秋
の
星
座
観
測
会
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

期
日
と
会
場
＝
①
10
月
27
日

…
栃

尾
東
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
②
10
月
28

日

…
信
濃
川
河
川
公
園
第
２
野
球

場
駐
車
場

時
間
＝
晴
天
時
…
午
後

７
時
～
９
時
30
分
、
曇
天
時
…
午
後

７
時
～
８
時
30
分
（
厚
い
曇
天
や
雨

天
の
場
合
は
中
止
）

問
①
は
星
空

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・
斉
藤
さ
ん

52
・

２
７
８
４
、
②
は
同
・
太
田
さ
ん


32
・
１
５
０
８

■
「
求
志
洞
」
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
ー

算
数
・
数
学
に
未
来
を
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
10
月
28
日

午
後
２
時
～
４

時
30
分

会
場
＝
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ

ー
タ
ニ
長
岡
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル

内
容
＝

基
調
講
演
（
上
越
教
育
大
学
助
教
授

・
松
沢
要
一
さ
ん
）
ほ
か

問
21
世

市民のみなさんや国、県、市の外郭団体
などからの催し案内、会員募集、各種お知
らせを掲載しています。
原稿は掲載希望日の前月１日（土・日・

祝日の場合はその前日）までに〒940―8501
広報課広報編集係へ郵送、持参、FAX39・
2272、Ｅメールinf-prd@city.nagaoka.lg.
jpで提出してください。締め切りは厳守し
てください。なお、12月号は 1 1月１日が
締め切り日となります（必着）。
次に該当するものは原則掲載できません。

①広く市民が参加・募集できないもの
②活動が主に市外で行われているもの
③独自のＰＲ手段を持っているもの（新聞
・テレビ広告など）

④政治・宗教または営利を目的とするもの
また、応募多数の場合、掲載できないこ

とがあります。会員募集は原則として掲載
後１年間再度掲載しません。
問広報課39・2202
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問＝問い合わせ 申＝申し込み

紀
長
岡
の
「
知
」
を
創
造
す
る
会
事

務
局
・
丸
山
さ
ん

０
２
５
６
・
57

・
４
７
４
４

■
長
岡
中
央
綜
合
病
院
「
今
、
新
た

な
旅
立
ち

新
病
院
祭
」

日
時
＝
10
月
28
日

午
前
10
時
～
午

後
３
時
30
分

内
容
＝
講
演
会
、
健

康
展
、
園
児
遊
戯
、
模
擬
店
な
ど

問

同
病
院
総
務
課

35
・
３
７
０
０

■
長
岡
野
菜
丼
こ
ど
も
料
理
教
室

日
時
＝
10
月
29
日

午
前
10
時
～
午

後
１
時

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

定
員
＝
50
人
（
先
着
）
※
小
学
校
３

年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
で

持
ち

物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
台
ふ
き

参
加
料

＝
５
０
０
円

申
10
月
25
日

ま
で

に
長
岡
中
央
青
果
内
長
岡
野
菜
ブ
ラ

ン
ド
協
会

46
・
７
３
１
７
へ

■
か
ぎ
の
里
山
整
備
・
植
樹（
無
料
）

日
時
＝
10
月
29
日

午
前
９
時
～
正

午

集
合
場
所
＝
柿
バ
ス
停
付
近
、

エ
コ
フ
ァ
ー
ム
駐
車
場

内
容
＝
中

越
地
震
で
崩
れ
た
斜
面
を
整
備
し
た

所
に
、
コ
ナ
ラ
な
ど
の
苗
を
植
樹
（
お

に
ぎ
り
・
豚
汁
の
昼
食
あ
り
）

申

・
問
地
域
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

34

・
４
４
５
０

■
赤
城
コ
マ
ラ
ン
ド
植
樹
会（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
11
月
３
日

午
前
９
時
30
分

～
午
後
３
時
30
分

会
場
＝
赤
城
コ

マ
ラ
ン
ド
（
東
山
ふ
れ
あ
い
農
業
公

園
隣
）

内
容
＝
植
樹
、
冒
険
遊
び
、

き
の
こ
狩
り
、
マ
タ
ギ
鍋
、
バ
ウ
ム

ク
ー
ヘ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ピ
ザ
作

り
な
ど

問
同
ラ
ン
ド
・
山
川
さ
ん


０
９
０
・
３
２
１
５
・
８
２
５
６

■T
W

E
B
ig
B
and

（
旧
栃
尾
ウ
イ

ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
）LIV

E
2
0
0
6

日
時
＝
11
月
４
日

午
後
６
時
30
分

か
ら

会
場
＝
栃
尾
市
民
会
館

入

場
料
＝
５
０
０
円

問
同
団
長
・
山

田
さ
ん

52
・
４
６
４
７

■
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

日
時
と
内
容
＝
11
月
８
日

午
前
10

時
～
午
後
５
時
…
合
唱
、
11
月
14
日


・
15
日

午
前
10
時
～
午
後
５
時

…
吹
奏
楽
、
11
月
17
日

午
前
９
時

～
午
後
５
時
…
放
送

会
場
＝
リ
リ

ッ
ク
ホ
ー
ル

入
場
料
＝
無
料

問

県
高
等
学
校
文
化
連
盟
事
務
局
・
杉

田
さ
ん

０
２
５
・
２
６
３
・
１
６

１
６

■
長
岡
市
中
学
校
美
術
部
作
品
展

日
時
＝
11
月
11
日

正
午
～
午
後
５

時
、
12
日

午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場
＝
県
立
近
代
美
術
館
２
階
県
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
場
料
＝
無
料

問

長
岡
悠
久
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務

局
・
横
山
さ
ん

33
・
５
２
０
０

■
あ
け
ぼ
の
園
・
か
き
の
み
園

「
文
化
彩
in
柿
」

日
時
＝
11
月
11
日

午
前
10
時
～
午

後
２
時
30
分

会
場
＝
あ
け
ぼ
の
園

・
か
き
の
み
園
（
柿
町
）

内
容
＝

作
品
展
示
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ほ
か

問
あ
け
ぼ

の
園

34
・
３
２
１
６

ス
ポ
ー
ツ

■
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

期
日
＝
10
月
15
日

（
雨
天
決
行
）

行
程
＝
塩
の
道
（
糸
魚
川
市
）

集

合
＝
午
前
６
時
30
分
に
厚
生
会
館
裏

対
象
＝
中
学
生
以
上
で
健
康
か
つ
脚

力
に
自
信
の
あ
る
人

参
加
料
＝
６
、

５
０
０
円
（
事
前
準
備
会
時
に
）

定
員
＝
40
人
（
先
着
）

事
前
準
備

会
＝
10
月
12
日

午
後
７
時
か
ら
中

央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で

申
10
月
10

日

～
11
日

に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課


32
・
６
１
１
７
へ

問
長
岡
ハ
イ

キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・
室
賀
さ
ん

32
・

０
４
２
８

■
長
岡
還
暦
野
球
倶
楽
部
選
手
募
集

活
動
期
間
＝
２
月
～
11
月
ま
で

練

習
日
＝
毎
週
日
曜
日

対
象
＝
満
59

歳
以
上
で
健
康
な
人

入
会
金
＝
２
、

０
０
０
円

会
費
＝
年
間
１
５
、０
０

０
円

申
同
倶
楽
部
・
長
谷
川
さ
ん


33
・
３
３
７
３

健

康

■
糖
尿
病
を
知
る
つ
ど
い
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
10
月
14
日

午
後
１
時
30
分

～
４
時

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

内
容
＝
講
演
「
楽
し
く
て
絶
対
得
す

る
糖
尿
病
教
室
」、
寸
劇
、
運
動
実
践
、

献
立
紹
介
、
血
糖
測
定
な
ど

定
員

＝
４
５
０
人

問
長
岡
市
医
師
会
事

務
局

22
・
５
６
０
０

■
摂
食
障
害
経
験
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に

よ
る
講
演
会
「
そ
の
人
に
合
っ
た

治
し
方
」

日
時
＝
10
月
15
日

午
前
10
時
30
分

～
午
後
３
時

会
場
＝
阪
之
上
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
師
＝
摂
食

障
害
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
粕
谷
な
ち
さ

ん
、
草
薙
和
美
さ
ん

参
加
料
＝
５
、

０
０
０
円
（
家
族
の
み
２
人
目
か
ら

２
、５
０
０
円
）

※
グ
ル
ー
プ
セ
ラ

ピ
ー
あ
り

申
四
ツ
葉
絹
の
会
・
荒

川
さ
ん

０
９
０
・
５
５
５
４
・
７

８
７
０

■
精
神
障
害
者
「
家
族
の
つ
ど
い
」

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
10
月
20
日

、
11
月
17
日


午
前
10
時
～
正
午
（
な
お
、
10
月
20

日
は
午
後
か
ら
家
族
学
習
会
あ
り
）

会
場
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
水
道

町
）

問
福
祉
相
談
課
内
精
神
障
害

者
家
族
会
事
務
局

39
・
２
２
１
８

■
笑
顔
と
の
ん
き
の
介
護
教
室

「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
」（
無
料
）

心
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た

時
に
で
る
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
や
ス
ト
レ
ス
へ

の
対
処
法
な
ど
を
お
話
し
ま
す
。
直

接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
10
月
21
日

午
後
１
時
30

分
～
２
時
30
分

会
場
＝
台
町
会

館
（
台
町
１
）

講
師
＝
長
岡
保
養

園
医
師
・
田
崎
紳
一
さ
ん

問
台
町

会
館

31
・
０
２
９
４

■
離
乳
食
講
習
会
（
無
料
）

日
時
＝
11
月
10
日

午
前
９
時
45
分

～
正
午

内
容
＝
講
義
、
試
食

対

象
＝
１
歳
未
満
児
と
保
護
者

定
員

＝
親
子
15
組
（
先
着
）

持
ち
物
＝

試
食
用
の
食
器
と
ス
プ
ー
ン

会
場

・
申
豊
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー


39
・
０
５
３
２
（
申
し
込
み
の
受

け
付
け
は
10
月
10
日

か
ら
）

■
母
と
子
の
つ
ど
い

～
赤
ち
ゃ
ん
パ
ワ
ー
は
す
ご
い
！

あ
な
た
流「
子
育
て
の
ス
ス
メ
」～

日
時
＝
11
月
10
日

午
前
10
時
～
正

午

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

講
師

＝
助
産
師
・
酒
井
由
美
子
さ
ん

内

容
＝
お
話
と
情
報
交
換

対
象
＝
１

歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者
（
お
父
さ

ん
、
妊
婦
さ
ん
大
歓
迎
）

定
員
＝

30
組
（
先
着
）

参
加
料
＝
無
料

申

10
月
16
日

か
ら
健
康
課
内
母
子
保

健
推
進
員
協
議
会
事
務
局

32
・
５

０
０
０
へ

く
ら
し

■
特
設
人
権
相
談
所
開
設
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

期
日
と
会
場
＝
①
10
月
17
日

…
老

人
憩
い
の
家
延
命
荘
（
小
国
地
域
）

②
10
月
18
日

…
寺
泊
文
化
セ
ン
タ

ー
③
10
月
24
日

…
栃
尾
文
化
セ
ン

タ
ー

時
間
＝
い
ず
れ
も
午
前
10
時

～
午
後
３
時

内
容
＝
家
庭
内
の
も

め
ご
と
、
相
続
、
金
銭
問
題
、
い
じ

め
問
題
な
ど

問
新
潟
地
方
法
務
局

長
岡
支
局

33
・
６
９
０
１

■
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

日
時
＝
10
月
20
日

、
来
年
２
月
16

日

の
午
前
10
時
～
正
午
と
午
後
１

時
～
２
時
30
分

会
場
＝
県
長
岡
地

域
振
興
局
会
議
室

持
ち
物
＝
登
録

を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類
、

銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
（
所
轄
警
察
署

が
発
行
し
た
も
の
）、
審
査
手
数
料
１

件
に
つ
き
６
、３
０
０
円
（
県
収
入
証

紙
で
納
入
。
印
鑑
不
要
）

問
県
教

育
庁
文
化
行
政
課

０
２
５
・
２
８

５
・
５
５
１
１

募

集

■
新
潟
大
学
教
育
人
間
科
学
部
附
属

長
岡
小
・
中
学
校
児
童
・
生
徒
募
集

片
道
１
時
間
以
内
で
通
学
で
き
る

こ
と
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

①
小
学
校
児
童
募
集

募
集
人
数
＝
新
１
年
生
80
人
（
附
属

幼
稚
園
か
ら
の
入
学
者
含
む
）、
２
～

６
年
生
は
若
干
名

出
願
＝
11
月
６

日

～
24
日

に
所
定
の
申
込
書
で

同
小
学
校

32
・
４
１
９
１
へ

②
中
学
校
生
徒
募
集

募
集
人
数
＝
新
１
年
生
１
２
０
人

（
附
属
小
か
ら
の
入
学
者
含
む
）

学
校
説
明
会
＝
10
月
24
日

午
後
１

時
55
分
か
ら

出
願
＝
11
月
28
日


～
12
月
４
日

に
所
定
の
申
込
書

で
同
中
学
校

32
・
４
１
９
０
へ
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秋の深まりとともに鮮やかな青紫色

の花を咲かせるリンドウ。

主に山野に自生し、９月から11月に

花を咲かせる、秋を代表する花の一つ

です。

その根は苦く、漢方では「竜胆
りゅうたん

」と

いう名で胃薬として用いられ、これを

音読した「りゅうたん」がなまって「リ

ンドウ」と呼ばれるようになったと言

われています。

花の色は青紫が一般的ですが、最近

では白やピンク色の花も栽培され、鉢

植えにもされています。

長岡地域の雪国植物園（宮本町）で

は、これから11月中旬にかけてリンド

ウが見ごろを迎えます。

花が咲き終わるころには、紅葉も盛

りを過ぎ、季節は冬へと向かいます。

1818

リンドウ

自
然
豊
か
な
西
山
丘
陵
に
抱
か

れ
た
大
杉
公
園
は
、
平
成
十
年
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

そ
の
名
の
と
お
り
、
公
園
か
ら

徒
歩
数
分
の
と
こ
ろ
に
は
、
県
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る

樹
齢
約
千
二
百
年
の
「
蓮
花
寺
の

大
杉
」
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。

園
内
に
は
、
ブ
ラ
ン
コ
や
ネ
ッ

ト
遊
具
な
ど
を
備
え
た
「
子
ど
も

広
場
」
や
芝
生
の
「
多
目
的
広
場
」

が
あ
り
、
仲
間
同
士
や
家
族
連
れ

に
人
気
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
」

に
は
、
炊
事
場
や
野
外
炉
な

ど
が
あ
り
、
充
実
し
た
ア
ウ

ト
ド
ア
ラ
イ
フ
が
楽
し
め
ま

す
。園

内
に
あ
る
大
杉
会
館
は
、

三
島
地
域
の
木
で
あ
る
杉
の

ぬ
く
も
り
が
あ
ふ
れ
る
建
物
。

五
十
人
が
収
容
で
き
る
ホ
ー

ル
や
調
理
室
な
ど
を
完
備
し
、

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
に
最
適

で
す
。

美
し
い
自
然
の
中
で
、
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

利
用
料
金
は
無
料
。
な
お
、
大

杉
会
館
の
利
用
に
は
、
事
前
に
予

約
が
必
要
で
す
。
利
用
期
間
は
四

月
か
ら
十
一
月
ま
で
（
大
杉
会
館

は
毎
週
火
曜
日
休
館
）。
申
し
込
み
、

問
い
合
わ
せ
は
三
島
支
所
建
設
課


42
・
２
２
２
１
へ
ど
う
ぞ
。

秋の収穫を祝って開催されるこしじ秋まつ

りは、ほたるまつりやスノーフェスティバル

と並ぶ越路地域の三大まつりの一つです。

まつりのメーンは恒例の「一万人なべ」。肉

や野菜、きのこなど季節の食材（今年は昨年

の1.5倍の450㎏）を、直径・深さともに1.5ｍ

の大鍋を使って作ります。

出来上がったなべは、訪れた人たちに無料

で振る舞われ、毎年人気を集めています（ご

来場の際はおわんとおはしをご用意ください）。

会場では、野菜の直売コーナーや越路産の

そばや餅が食べられるコーナー、そばの早食

い大会、ソーラン踊り、ヘリコプター遊覧（有

料）などのイベントが行われ、秋の一日を満

喫することができます。

今年は10月８日に越路支所周辺で開催さ

れます。

1818

1818

▲なめこやひらたけなど、秋の味覚たっぷりの一万人な
べ。おわんとおはしを手に、毎年長い行列ができます。

大杉公園 42・3478【蓮花寺】

こ
し
じ
秋
ま
つ
り

【
10
月
／
越
路
地
域
】

http://www.city.nagaoka.niigata.jp
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▲秋の深まりとともに山々が色づき始めま
す。

発行：長岡市 〒940-8501新潟県長岡市幸町２の１の１ 0258・35・1122（代） 編集：広報課 0258・39・2202／0258・39・2272


